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高浜市議会だより高浜市議会だより

「 高取小学校 」入学式 風景

● Ｐ.２～４…………　「議案等に対する各議員の態度」、３月定例会「議案審議」
● Ｐ.４～５…………　「平成２７年度当初予算」、「議案（当初予算）に対する各議員の態度」
● Ｐ.５～９…………　市政のここが聞きたい「一般質問」
● Ｐ.９～１０………　「中間報告」（議会改革特別委員会・公共施設あり方検討特別委員会）
● Ｐ.１０……………　「高浜市議会への視察」、表紙の説明等
● Ｐ.１１～１２……　平成２７年３月２８日開催議会報告会アンケート集計等、
　　　　　　　　　　　平成２７年３月定例会で、「附帯決議」が可決されました
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議案等に対する各議員の態度
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公平委員会委員の選任について

西三河地方教育事務協議会規約の変更について

市道路線の認定について

高浜市保育の実施に関する条例の廃止について

訴えの提起について

高浜市税条例の一部改正について

高浜市行政手続条例の一部改正について

指定金融機関の指定について

教育委員会教育長の任命について

固定資産評価審査委員会委員の選任について

地方教育行政の組織及び運営に関する法律の一
部改正に伴う関係条例の整備について

高浜市教育長の給与、勤務時間その他の勤務条件
に関する条例の全部改正について

高浜市立幼稚園授業料徴収条例の一部改正につ
いて

高浜市立保育所の設置及び管理に関する条例の
一部改正について

高浜市居宅介護等支援給付条例の一部改正につ
いて

高浜市介護保険・介護予防の総合的な実施及び推
進に関する条例の一部改正について

高浜市特別職の職員で非常勤のものの報酬及び
費用弁償に関する条例の一部改正について

高浜市指定介護予防支援事業者の指定に関する
基準を定める条例の制定について

高浜市特別職の職員で常勤のものの給料の月額
の特例に関する条例の一部改正について

高浜市職員の給与に関する条例の一部改正について

高浜市職員の配偶者同行休業に関する条例の制
定について

高浜市情報公開条例及び高浜市個人情報保護条
例の一部改正について

高浜市指定地域密着型サービスの事業の人員、設
備及び運営に関する基準を定める条例の一部改正
について

高浜市地域包括支援センターの職員に係る基準及
び当該職員の員数等に関する基準を定める条例の
制定について

高浜市指定地域密着型介護予防サービスの事業の
人員、設備及び運営並びに指定地域密着型介護予防
サービスに係る介護予防のための効果的な支援の方
法に関する基準を定める条例の一部改正について

高浜市指定介護予防支援等の事業の人員及び運
営並びに指定介護予防支援等に係る介護予防のた
めの効果的な支援の方法に関する基準を定める条
例の制定について
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議 第１号

議 第３号

議 第４号

議 第５号

議 第６号

議 第８号

議第１８号

議第２３号

議 第２号

議 第７号

議 第９号

議第１２号

議第１３号

議第１４号

議第１５号

議第１９号

議第２０号

議第２１号

議第２２号

議第１１号

議第１６号

議第１０号

議第１７号

◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ● ● ◯ ◯

◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ● ● ◯ ◯

◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ● ● ◯ ◯

◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ● ● ◯ ◯

◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯
● ●

◯ ◯

◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ● ● ◯ ◯

◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

2015年 4月　高浜市議会だより3

平
成
27
年
３
月
高
浜
市
議

会
定
例
会
が
、
２
月
27
日
か

ら
３
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号
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固
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篠
田
裕
重
氏
を

再
度
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任
す
る
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。

【
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意
第
２
号
】
公
平
委
員
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村
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子
氏
を
再
度
選

任
す
る
も
の
。

【
同
意
第
３
号
】
教
育
長
に

岸
上
善
徳
氏
を
再
度
選
任
す

る
も
の
。

　　
【
議
案
第
１
号
】
指
定
金
融

機
関
を
岡
崎
信
用
金
庫
に
指

定
す
る
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。

【
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案
第
２
号
】
独
立
行
政

法
人
通
則
法
の
一
部
改
正
に

伴
い
、
高
浜
市
情
報
公
開
条

例
を
一
部
改
正
す
る
も
の
。

【
議
案
第
３
号
】
行
政
手
続

法
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
行

政
運
営
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お
け
る
公
正
の
確

保
と
透
明
性
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向
上
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図
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た
め
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高
浜
市
行
政
手
続
条

例
を
一
部
改
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す
る
も
の
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【
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４
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高
浜
市
条
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に
個
人
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民
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寄

付
金
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の
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定
非
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利
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人
を
追
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る
も
の
。
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す
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有
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の
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す
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６
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高
浜

緑
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市
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す
る
条
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。
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す
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。
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。
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介
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要
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。
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介
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。
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介
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防
支
援
者
の
指
定
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関
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る
基
準
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定
め
る
条
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を

制
定
す
る
も
の
。

　
【
議
案
第
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号
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も
健

全
育
成
支
援
員
の
報
酬
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定

め
る
も
の
。

　
【
議
案
第
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号
】
居
宅
介
護

サ
ー
ビ
ス
費
等
区
分
支
給
限

度
額
と
介
護
保
険
料
を
定
め

同　
　

意

条
例
等

高浜市議会委員会条例の一部改正について

平成２６年度高浜市一般会計補正予算（第８回）

平成２６年度高浜市一般会計補正予算（第７回）

高浜市特別職の職員で常勤のものの給料の月額
の特例に関する条例の一部改正について

平成２６年度高浜市後期高齢者医療特別会計補正
予算（第３回）

平成２６年度高浜市介護保険特別会計補正予算
（第３回）

平成２６年度高浜市公共駐車場事業特別会計補正
予算（第１回）

平成２６年度高浜市公共下水道事業特別会計補正
予算（第２回）

平成２６年度高浜市土地取得費特別会計補正予算
（第１回）

平成２６年度高浜市国民健康保険事業特別会計補
正予算（第３回）

議案第２４号平成２６年度高浜市一般会計補正予算
（第７回）に対する附帯決議

※　磯貝正隆議員は、議長職のため表決権はありません。
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同 意

同 意

可 決

可 決

可 決

可 決

可 決

可 決

可 決

可 決

可 決

可 決

可 決

可 決

可 決

可 決

可 決

可 決

可 決

可 決

可 決

可 決

可 決

可 決

可 決

同 第２号

同 第３号

議 第１号

議 第３号

議 第４号

議 第５号

議 第６号

議 第８号

議第１８号

議第２３号

議 第２号

議 第７号

議 第９号

議第１２号

議第１３号

議第１４号

議第１５号

議第１９号

議第２０号

議第２１号

議第２２号

議第１１号

議第１６号

議第１０号

議第１７号

◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ● ● ◯ ◯

◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ● ● ◯ ◯

◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ● ● ◯ ◯

◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ● ● ◯ ◯

◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯
● ●

◯ ◯

◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ● ● ◯ ◯

◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯
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平
成
27
年
３
月
高
浜
市
議

会
定
例
会
が
、
２
月
27
日
か

ら
３
月
25
日
ま
で
の
27
日
間

の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。

主
な
議
案
等
は
次
の
と
お

り
で
す
。
な
お
、
議
案
等
の

件
名
は
、
２
ペ
ー
ジ
か
ら
の

「
議
案
等
に
対
す
る
各
議
員

の
態
度
」
の
件
名
欄
を
ご
参

照
く
だ
さ
い
。

　
【
同
意
第
１
号
】
固
定
資
産

評
価
委
員
に
篠
田
裕
重
氏
を

再
度
選
任
す
る
も
の
。

【
同
意
第
２
号
】
公
平
委
員

に
中
村
さ
と
子
氏
を
再
度
選

任
す
る
も
の
。

【
同
意
第
３
号
】
教
育
長
に

岸
上
善
徳
氏
を
再
度
選
任
す

る
も
の
。

　　
【
議
案
第
１
号
】
指
定
金
融

機
関
を
岡
崎
信
用
金
庫
に
指

定
す
る
も
の
。

【
議
案
第
２
号
】
独
立
行
政

法
人
通
則
法
の
一
部
改
正
に

伴
い
、
高
浜
市
情
報
公
開
条

例
を
一
部
改
正
す
る
も
の
。

【
議
案
第
３
号
】
行
政
手
続

法
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
行

政
運
営
に
お
け
る
公
正
の
確

保
と
透
明
性
の
向
上
を
図
る

た
め
、
高
浜
市
行
政
手
続
条

例
を
一
部
改
正
す
る
も
の
。

【
議
案
第
４
号
】
高
浜
市
条

例
に
個
人
市
民
税
に
係
る
寄

付
金
控
除
の
特
定
非
営
利
法

人
を
追
加
す
る
も
の
。

【
議
案
第
５
号
】
高
浜
市
豊

田
町
内
の
土
地
に
つ
い
て
、

時
効
取
得
を
原
因
と
す
る
所

有
権
移
転
手
続
の
訴
え
を
提

起
す
る
も
の
。

【
議
案
第
６
号
】
仮
称
高
浜

緑
地
の
整
備
に
伴
い
、
市
道

路
線
に
認
定
す
る
も
の
。

【
議
案
第
７
号
】
高
浜
市
職

員
の
配
偶
者
同
行
休
業
に
関

す
る
条
例
を
制
定
す
る
も
の
。

　
【
議
案
第
８
号
】
人
事
院
勧

告
に
よ
る
給
与
制
度
の
見
直

し
に
基
づ
き
、
職
員
の
給
与

に
関
す
る
条
例
を
一
部
改
正

す
る
も
の
。

　
【
議
案
第
９
号
】
市
長
及
び

副
市
長
の
給
料
を
減
額
す
る

期
間
を
延
長
す
る
も
の
。

　
【
議
案
第
10
号
】
介
護
保
険

法
の
改
正
に
伴
い
、
指
定
介

護
予
防
支
援
等
の
事
業
の
人

員
な
ど
、
必
要
な
基
準
を
定

め
る
条
例
を
制
定
す
る
も
の
。

　
【
議
案
第
11
号
】
介
護
保
険

法
の
改
正
に
伴
い
、
地
域
包

括
セ
ン
タ
ー
の
職
員
等
の
基

準
を
定
め
る
条
例
を
制
定
す

る
も
の
。

　
【
議
案
第
12
号
】
介
護
保
険

法
の
改
正
に
伴
い
、
指
定
介

護
予
防
支
援
者
の
指
定
に
関

す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
を

制
定
す
る
も
の
。

　
【
議
案
第
13
号
】
子
ど
も
健

全
育
成
支
援
員
の
報
酬
を
定

め
る
も
の
。

　
【
議
案
第
14
号
】
居
宅
介
護

サ
ー
ビ
ス
費
等
区
分
支
給
限

度
額
と
介
護
保
険
料
を
定
め

同　
　

意

条
例
等

高浜市議会委員会条例の一部改正について

平成２６年度高浜市一般会計補正予算（第８回）

平成２６年度高浜市一般会計補正予算（第７回）

高浜市特別職の職員で常勤のものの給料の月額
の特例に関する条例の一部改正について

平成２６年度高浜市後期高齢者医療特別会計補正
予算（第３回）

平成２６年度高浜市介護保険特別会計補正予算
（第３回）

平成２６年度高浜市公共駐車場事業特別会計補正
予算（第１回）

平成２６年度高浜市公共下水道事業特別会計補正
予算（第２回）

平成２６年度高浜市土地取得費特別会計補正予算
（第１回）

平成２６年度高浜市国民健康保険事業特別会計補
正予算（第３回）

議案第２４号平成２６年度高浜市一般会計補正予算
（第７回）に対する附帯決議

※　磯貝正隆議員は、議長職のため表決権はありません。

議第２４号

議第４１号

議第４０号

決 第１号

議第２５号

議第２６号

議第２７号

議第２８号

議第２９号

議第３０号

議第３９号

可 決

可 決

可 決

可 決

可 決

可 決

可 決

可 決

可 決

可 決

可 決

◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ● ● ◯ ◯

◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ● ● ◯ ◯

◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ● ● ◯ ◯

◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

議

案

審

議
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る
た
め
、
条
例
を
改
正
す
る

も
の
。

【
議
案
第
15
号
】
居
宅
介
護

等
支
援
給
付
額
の
算
定
率
を

改
定
す
る
た
め
、
条
例
を
改

定
す
る
も
の
。

　
【
議
案
第
16
号
】
指
定
地
域

密
着
型
サ
ー
ビ
ス
の
人
員
等

の
基
準
の
改
正
を
す
る
た
め
、

条
例
を
改
正
す
る
も
の
。

　
【
議
案
第
17
号
】
指
定
地
域

密
着
型
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス

に
係
る
支
援
の
方
法
に
関
す

る
基
準
の
改
正
に
伴
う
規
定

の
整
備
の
た
め
、
条
例
を
改

正
す
る
も
の
。

　
【
議
案
第
18
号
】
児
童
福
祉

法
の
改
正
に
伴
い
、
保
育
の

実
施
に
関
す
る
条
例
を
廃
止

す
る
も
の
。

　
【
議
案
第
19
号
】
子
ど
も
・

子
育
て
支
援
法
の
施
行
に
伴

い
、
保
育
所
の
設
置
及
び
管

理
に
関
す
る
条
例
を
改
正
す

る
も
の
。

　
【
議
案
第
20
号
】
子
ど
も
・

子
育
て
支
援
法
の
施
行
に
伴

い
、
市
立
幼
稚
園
の
授
業
料

の
減
免
の
規
定
の
整
備
を
行

う
た
め
、
条
例
を
改
正
す
る

も
の
。

　
【
議
案
第
21
号
】
教
育
長
の

給
与
、
勤
務
時
間
そ
の
他
の

勤
務
条
件
に
関
す
る
条
例
を

改
正
す
る
も
の
。

　
【
議
案
第
22
号
】
地
方
教
育

行
政
の
組
織
及
び
運
営
に
関

す
る
法
律
の
改
正
に
伴
い
、

関
係
条
例
を
改
正
す
る
も
の
。

　
【
議
案
第
23
号
】
地
方
教
育

行
政
の
組
織
及
び
運
営
に
関

す
る
法
律
の
改
正
に
伴
い
、

西
三
河
地
方
教
育
事
務
協
議

会
規
約
を
改
正
す
る
も
の
。

　
【
議
案
第
39
号
】
教
育
長
の

給
料
を
減
額
す
る
期
間
を
延

長
す
る
も
の
。

【
議
案
第
41
号
】
地
方
教
育

行
政
の
組
織
及
び
運
営
に
関

す
る
法
律
の
改
正
に
伴
い
、

議
会
委
員
会
条
例
を
改
正
す

る
も
の
。

　
【
議
案
第
24
号
】
一
般
会
計

の
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
か

ら
６
３
５
７
万
７
千
円
を
減

額
し
、
１
４
０
億
４
１
４
６

万
４
千
円
と
す
る
も
の
。

　

市
役
所
本
庁
舎
整
備
事
業

（
平
成
26
年
度
か
ら
48
年
度

ま
で
）
33
億
２
３
９
１
万
円

な
ど
債
務
負
担
行
為
の
補
正

を
含
む
。

　

歳
出
の
主
な
内
容
と
し
て

は
、
財
政
調
整
基
金
積
立
金

１
億
１
５
７
２
万
円
を
増
額

す
る
他
、
ご
み
処
理
、
リ
サ

イ
ク
ル
推
進
費
の
衣
浦
衛
生

組
合
分
担
金
の
確
定
に
よ
る

２
６
２
９
万
９
千
円
の
減
額

な
ど
す
る
も
の
。

【
議
案
第
25
号
】
国
民
健
康

保
険
事
業
特
別
会
計
の
歳
入

の
総
額
か
ら
５
８
９
２
万
円

を
減
額
し
、
34
億
７
９
８
６

万
円
と
す
る
も
の
。

【
議
案
第
26
号
】
土
地
取
得

費
特
別
会
計
の
歳
入
歳
出
予

算
の
総
額
に
２
３
０
９
万
２

千
円
を
追
加
し
、
６
７
７
４

万
９
千
円
と
す
る
も
の
。

【
議
案
第
27
号
】公
共
下
水

道
事
業
特
別
会
計
の
歳
入
歳

出
の
総
額
か
ら
４
８
７
１
万
９

千
円
を
減
額
し
、13
億
９
５
０

４
万
８
千
円
と
す
る
も
の
。

【
議
案
第
28
号
】
公
共
駐
車

場
事
業
特
別
会
計
の
歳
入
歳

出
の
総
額
に
４
４
０
２
万
４

千
円
を
追
加
し
、
７
８
５
５

万
円
と
す
る
も
の
。

　
【
議
案
第
29
号
】
介
護
保
険

特
別
会
計
の
保
険
事
務
勘
定

に
お
け
る
歳
入
歳
出
の
総
額

に
31
万
５
千
円
を
追
加
し
、

24
億
５
６
２
５
万
４
千
円
と

す
る
も
の
。

　
【
議
案
第
30
号
】
後
期
高
齢

者
医
療
特
別
会
計
の
歳
入
歳

出
予
算
の
総
額
か
ら
１
６
９

１
万
９
千
円
を
減
額
し
、
４

億
４
６
８
７
万
８
千
円
と
す

る
も
の
。

　
【
議
案
第
40
号
】
一
般
会
計

の
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に

５
０
６
１
万
６
千
円
を
追
加

し
、
１
４
０
億
９
２
０
８
万

円
と
す
る
も
の
。

　

主
な
内
容
と
し
て
は
、
地

域
消
費
を
喚
起
す
る
た
め
の

プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
事
業
費

補
助
金
３
３
０
０
万
円
を
追

加
す
る
ほ
か
、
国
の
地
域
活

性
化
・
地
域
住
民
生
活
等
緊

急
支
援
交
付
金
を
使
い
、
事

業
の
追
加
を
す
る
も
の
。

補
正
予
算

一般会計　　１３８億４，６３０万円（前年度比２．０５％増）
特別会計　　　８５億０，４８１万円（前年度比８．７３％増）
企業会計　　　１０億９，９９２万円（前年度比５．６１％増）

平成２７年度当初予算を可決
総額２３４億５，１０４万円（前年度比４．５％増）
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平
成
27
年
３
月
11
日
、
12

日
の
両
日
で
予
算
特
別
委
員

会
を
開
催
し
、
審
議
い
た
し

ま
し
た
主
な
内
容
は
、
次
の

と
お
り
で
す
。

一
般
会
計
の
歳
入
性
質
別

内
訳
で
は
、
市
税
、
使
用
料

及
び
負
担
金
、
繰
入
金
な
ど

の
自
主
財
源
は
、
99
億
１
４

５
０
万
円
で
歳
入
全
体
の

71
・
６
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

市
税
収
入
は
、
84
億
７
９
５

７
万
３
千
円
で
前
年
度
比
2.9

％
の
増
、
金
額
に
し
て
２
億

４
０
６
１
万
８
千
円
の
増
を

見
込
み
、
編
成
さ
れ
て
い
ま

す
。歳

出
性
質
別
内
訳
で
は
、

人
件
費
、
扶
助
費
、
公
債
費

の
義
務
的
経
費
は
、
57
億
４

１
８
４
万
円
で
歳
出
全
体
の

41
・
５
％
を
占
め
て
お
り
、

前
年
度
と
比
較
し
、
2.1
％
の

増
、
金
額
に
し
て
１
億
１
９

４
５
万
８
千
円
の
増
と
な
っ

て
い
ま
す
。
普
通
建
設
事
業

な
ど
の
投
資
的
経
費
は
、
４

億
２
６
１
１
万
４
千
円
で
、

前
年
度
比
4.4
％
の
減
、
金
額

に
し
て
１
９
７
１
万
４
千
円

の
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。

平
成
27
年
度
の
主
要
・
新

規
事
業
等
は
、
公
共
施
設
あ

り
方
計
画
推
進
事
業
に
係
る

公
共
施
設
等
の
複
合
化
を
推

進
す
る
た
め
の
高
浜
小
学
校

整
備
支
援
業
務
委
託
料
１
６

７
４
万
円
、
放
課
後
児
童
健

全
育
成
事
業
に
係
る
東
海
児

童
ク
ラ
ブ
の
延
長
開
設
や
支

援
員
増
加
の
た
め
等
の
児
童

ク
ラ
ブ
業
務
委
託
料
３
３
２

５
万
円
、
産
業
経
済
活
性
化

事
業
に
係
る
市
東
部
地
区
の

工
業
用
地
創
出
の
た
め
の
用

地
測
量
業
務
委
託
料
及
び
整

地
工
事
費
２
３
０
５
万
円
、

治
水
砂
防
事
業
に
係
る
老
朽

化
に
よ
り
損
傷
や
故
障
等
に

よ
る
機
能
停
止
を
予
防
す
る

た
め
の
乞
殿
排
水
ポ
ン
プ
電

気
設
備
修
繕
工
事
費
１
８
９

８
万
円
、
小
学
校
維
持
管
理

事
業
に
係
る
大
規
模
な
地
震

が
発
生
し
た
際
、
安
全
の
確

保
を
図
る
た
め
の
吉
浜
小
学

校
・
高
取
小
学
校
屋
内
運
動

場
吊
り
天
井
等
改
修
工
事
費

１
億
１
４
２
９
万
円
、
こ
ど

も
・
若
者
成
長
応
援
事
業
に

係
る
こ
ど
も
・
若
者
が
、
未

来
へ
大
き
く
羽
ば
た
い
て
い

く
の
を
応
援
す
る
た
め
の
市

民
映
画
製
作
費
補
助
金
３
０

０
万
円
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

予　
　

算

3月定例会 結 果 ○＝賛成　●＝反対

議案（当初予算）に対する
各議員の態度

種類／番号

※議＝議案

市民
クラブ共産党公明党市政クラブ各 派 名

内

藤

皓

嗣

北

川

広

人

鈴

木

勝

彦

杉

浦

敏

和

杉

浦

辰

夫

幸

前

信

雄

柴

田

耕

一

浅

岡

保

夫

柳

沢

英

希

小
野
田
由
紀
子

小

嶋

克

文

内
藤
と
し
子

鷲

見

宗

重

黒

川

美

克

開拓
志
長
谷
川
広
昌

議
員
氏
名件　　　　　　 　　　　　名

平成２７年度高浜市一般会計予算議第３１号 可 決 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ● ● ◯ ◯

平成２７年度高浜市国民健康保険事業特別会計予算議第３２号 可 決 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ● ● ◯ ◯

平成２７年度高浜市土地取得費特別会計予算議第３３号 可 決 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

平成２７年度高浜市公共下水道事業特別会計予算議第３４号 可 決 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ● ● ◯ ◯

平成２７年度高浜市公共駐車場事業特別会計予算議第３５号 可 決 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

平成２７年度高浜市介護保険特別会計予算議第３６号 可 決 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ● ● ◯ ◯

平成２７年度高浜市後期高齢者医療特別会計予算議第３７号 可 決 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ● ● ◯ ◯

平成２７年度高浜市水道事業会計予算議第３８号 可 決 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ● ● ◯ ◯

※　磯貝正隆議員は、議長職のため表決権はありません。

一 般
質 問

一般質問は、定例会で議員が議案に関係なく市政全般について市の方針を
ただすものです。なお、掲載文は質問議員本人の原稿によるもので、各議
員の質問と当局の答弁の要旨は次のとおりです。

の
ここが聞きたい!!
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る
た
め
、
条
例
を
改
正
す
る

も
の
。

【
議
案
第
15
号
】
居
宅
介
護

等
支
援
給
付
額
の
算
定
率
を

改
定
す
る
た
め
、
条
例
を
改

定
す
る
も
の
。

　
【
議
案
第
16
号
】
指
定
地
域

密
着
型
サ
ー
ビ
ス
の
人
員
等

の
基
準
の
改
正
を
す
る
た
め
、

条
例
を
改
正
す
る
も
の
。

　
【
議
案
第
17
号
】
指
定
地
域

密
着
型
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス

に
係
る
支
援
の
方
法
に
関
す

る
基
準
の
改
正
に
伴
う
規
定

の
整
備
の
た
め
、
条
例
を
改

正
す
る
も
の
。

　
【
議
案
第
18
号
】
児
童
福
祉

法
の
改
正
に
伴
い
、
保
育
の

実
施
に
関
す
る
条
例
を
廃
止

す
る
も
の
。

　
【
議
案
第
19
号
】
子
ど
も
・

子
育
て
支
援
法
の
施
行
に
伴

い
、
保
育
所
の
設
置
及
び
管

理
に
関
す
る
条
例
を
改
正
す

る
も
の
。

　
【
議
案
第
20
号
】
子
ど
も
・

子
育
て
支
援
法
の
施
行
に
伴

い
、
市
立
幼
稚
園
の
授
業
料

の
減
免
の
規
定
の
整
備
を
行

う
た
め
、
条
例
を
改
正
す
る

も
の
。

　
【
議
案
第
21
号
】
教
育
長
の

給
与
、
勤
務
時
間
そ
の
他
の

勤
務
条
件
に
関
す
る
条
例
を

改
正
す
る
も
の
。

　
【
議
案
第
22
号
】
地
方
教
育

行
政
の
組
織
及
び
運
営
に
関

す
る
法
律
の
改
正
に
伴
い
、

関
係
条
例
を
改
正
す
る
も
の
。

　
【
議
案
第
23
号
】
地
方
教
育

行
政
の
組
織
及
び
運
営
に
関

す
る
法
律
の
改
正
に
伴
い
、

西
三
河
地
方
教
育
事
務
協
議

会
規
約
を
改
正
す
る
も
の
。

　
【
議
案
第
39
号
】
教
育
長
の

給
料
を
減
額
す
る
期
間
を
延

長
す
る
も
の
。

【
議
案
第
41
号
】
地
方
教
育

行
政
の
組
織
及
び
運
営
に
関

す
る
法
律
の
改
正
に
伴
い
、

議
会
委
員
会
条
例
を
改
正
す

る
も
の
。

　
【
議
案
第
24
号
】
一
般
会
計

の
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
か

ら
６
３
５
７
万
７
千
円
を
減

額
し
、
１
４
０
億
４
１
４
６

万
４
千
円
と
す
る
も
の
。

　

市
役
所
本
庁
舎
整
備
事
業

（
平
成
26
年
度
か
ら
48
年
度

ま
で
）
33
億
２
３
９
１
万
円

な
ど
債
務
負
担
行
為
の
補
正

を
含
む
。

　

歳
出
の
主
な
内
容
と
し
て

は
、
財
政
調
整
基
金
積
立
金

１
億
１
５
７
２
万
円
を
増
額

す
る
他
、
ご
み
処
理
、
リ
サ

イ
ク
ル
推
進
費
の
衣
浦
衛
生

組
合
分
担
金
の
確
定
に
よ
る

２
６
２
９
万
９
千
円
の
減
額

な
ど
す
る
も
の
。

【
議
案
第
25
号
】
国
民
健
康

保
険
事
業
特
別
会
計
の
歳
入

の
総
額
か
ら
５
８
９
２
万
円

を
減
額
し
、
34
億
７
９
８
６

万
円
と
す
る
も
の
。

【
議
案
第
26
号
】
土
地
取
得

費
特
別
会
計
の
歳
入
歳
出
予

算
の
総
額
に
２
３
０
９
万
２

千
円
を
追
加
し
、
６
７
７
４

万
９
千
円
と
す
る
も
の
。

【
議
案
第
27
号
】公
共
下
水

道
事
業
特
別
会
計
の
歳
入
歳

出
の
総
額
か
ら
４
８
７
１
万
９

千
円
を
減
額
し
、13
億
９
５
０

４
万
８
千
円
と
す
る
も
の
。

【
議
案
第
28
号
】
公
共
駐
車

場
事
業
特
別
会
計
の
歳
入
歳

出
の
総
額
に
４
４
０
２
万
４

千
円
を
追
加
し
、
７
８
５
５

万
円
と
す
る
も
の
。

　
【
議
案
第
29
号
】
介
護
保
険

特
別
会
計
の
保
険
事
務
勘
定

に
お
け
る
歳
入
歳
出
の
総
額

に
31
万
５
千
円
を
追
加
し
、

24
億
５
６
２
５
万
４
千
円
と

す
る
も
の
。

　
【
議
案
第
30
号
】
後
期
高
齢

者
医
療
特
別
会
計
の
歳
入
歳

出
予
算
の
総
額
か
ら
１
６
９

１
万
９
千
円
を
減
額
し
、
４

億
４
６
８
７
万
８
千
円
と
す

る
も
の
。

　
【
議
案
第
40
号
】
一
般
会
計

の
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に

５
０
６
１
万
６
千
円
を
追
加

し
、
１
４
０
億
９
２
０
８
万

円
と
す
る
も
の
。

　

主
な
内
容
と
し
て
は
、
地

域
消
費
を
喚
起
す
る
た
め
の

プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
事
業
費

補
助
金
３
３
０
０
万
円
を
追

加
す
る
ほ
か
、
国
の
地
域
活

性
化
・
地
域
住
民
生
活
等
緊

急
支
援
交
付
金
を
使
い
、
事

業
の
追
加
を
す
る
も
の
。

補
正
予
算

一般会計　　１３８億４，６３０万円（前年度比２．０５％増）
特別会計　　　８５億０，４８１万円（前年度比８．７３％増）
企業会計　　　１０億９，９９２万円（前年度比５．６１％増）

平成２７年度当初予算を可決
総額２３４億５，１０４万円（前年度比４．５％増）
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平
成
27
年
３
月
11
日
、
12

日
の
両
日
で
予
算
特
別
委
員

会
を
開
催
し
、
審
議
い
た
し

ま
し
た
主
な
内
容
は
、
次
の

と
お
り
で
す
。

一
般
会
計
の
歳
入
性
質
別

内
訳
で
は
、
市
税
、
使
用
料

及
び
負
担
金
、
繰
入
金
な
ど

の
自
主
財
源
は
、
99
億
１
４

５
０
万
円
で
歳
入
全
体
の

71
・
６
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

市
税
収
入
は
、
84
億
７
９
５

７
万
３
千
円
で
前
年
度
比
2.9

％
の
増
、
金
額
に
し
て
２
億

４
０
６
１
万
８
千
円
の
増
を

見
込
み
、
編
成
さ
れ
て
い
ま

す
。歳

出
性
質
別
内
訳
で
は
、

人
件
費
、
扶
助
費
、
公
債
費

の
義
務
的
経
費
は
、
57
億
４

１
８
４
万
円
で
歳
出
全
体
の

41
・
５
％
を
占
め
て
お
り
、

前
年
度
と
比
較
し
、
2.1
％
の

増
、
金
額
に
し
て
１
億
１
９

４
５
万
８
千
円
の
増
と
な
っ

て
い
ま
す
。
普
通
建
設
事
業

な
ど
の
投
資
的
経
費
は
、
４

億
２
６
１
１
万
４
千
円
で
、

前
年
度
比
4.4
％
の
減
、
金
額

に
し
て
１
９
７
１
万
４
千
円

の
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。

平
成
27
年
度
の
主
要
・
新

規
事
業
等
は
、
公
共
施
設
あ

り
方
計
画
推
進
事
業
に
係
る

公
共
施
設
等
の
複
合
化
を
推

進
す
る
た
め
の
高
浜
小
学
校

整
備
支
援
業
務
委
託
料
１
６

７
４
万
円
、
放
課
後
児
童
健

全
育
成
事
業
に
係
る
東
海
児

童
ク
ラ
ブ
の
延
長
開
設
や
支

援
員
増
加
の
た
め
等
の
児
童

ク
ラ
ブ
業
務
委
託
料
３
３
２

５
万
円
、
産
業
経
済
活
性
化

事
業
に
係
る
市
東
部
地
区
の

工
業
用
地
創
出
の
た
め
の
用

地
測
量
業
務
委
託
料
及
び
整

地
工
事
費
２
３
０
５
万
円
、

治
水
砂
防
事
業
に
係
る
老
朽

化
に
よ
り
損
傷
や
故
障
等
に

よ
る
機
能
停
止
を
予
防
す
る

た
め
の
乞
殿
排
水
ポ
ン
プ
電

気
設
備
修
繕
工
事
費
１
８
９

８
万
円
、
小
学
校
維
持
管
理

事
業
に
係
る
大
規
模
な
地
震

が
発
生
し
た
際
、
安
全
の
確

保
を
図
る
た
め
の
吉
浜
小
学

校
・
高
取
小
学
校
屋
内
運
動

場
吊
り
天
井
等
改
修
工
事
費

１
億
１
４
２
９
万
円
、
こ
ど

も
・
若
者
成
長
応
援
事
業
に

係
る
こ
ど
も
・
若
者
が
、
未

来
へ
大
き
く
羽
ば
た
い
て
い

く
の
を
応
援
す
る
た
め
の
市

民
映
画
製
作
費
補
助
金
３
０

０
万
円
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

予　
　

算

3月定例会 結 果 ○＝賛成　●＝反対

議案（当初予算）に対する
各議員の態度

種類／番号

※議＝議案

市民
クラブ共産党公明党市政クラブ各 派 名

内

藤

皓

嗣

北

川

広

人

鈴

木

勝

彦

杉

浦

敏

和

杉

浦

辰

夫

幸

前

信

雄

柴

田

耕

一

浅

岡

保

夫

柳

沢

英

希

小
野
田
由
紀
子

小

嶋

克

文

内
藤
と
し
子

鷲

見

宗

重

黒

川

美

克

開拓
志
長
谷
川
広
昌

議
員
氏
名件　　　　　　 　　　　　名

平成２７年度高浜市一般会計予算議第３１号 可 決 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ● ● ◯ ◯

平成２７年度高浜市国民健康保険事業特別会計予算議第３２号 可 決 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ● ● ◯ ◯

平成２７年度高浜市土地取得費特別会計予算議第３３号 可 決 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

平成２７年度高浜市公共下水道事業特別会計予算議第３４号 可 決 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ● ● ◯ ◯

平成２７年度高浜市公共駐車場事業特別会計予算議第３５号 可 決 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

平成２７年度高浜市介護保険特別会計予算議第３６号 可 決 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ● ● ◯ ◯

平成２７年度高浜市後期高齢者医療特別会計予算議第３７号 可 決 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ● ● ◯ ◯

平成２７年度高浜市水道事業会計予算議第３８号 可 決 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ● ● ◯ ◯

※　磯貝正隆議員は、議長職のため表決権はありません。

一 般
質 問

一般質問は、定例会で議員が議案に関係なく市政全般について市の方針を
ただすものです。なお、掲載文は質問議員本人の原稿によるもので、各議
員の質問と当局の答弁の要旨は次のとおりです。

の
ここが聞きたい!!
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公
共
下
水
道
の
整
備
、
普
及
状

況
に
つ
い
て
。

　
　

愛
知
県
の
流
域
下
水
道
計
画
と

整
合
を
図
り
進
め
、
下
水
道
整
備
率

は
全
体
計
画
区
域
面
積
の
50
・
３
％
、

普
及
状
況
、
下
水
道
接
続
率
は
81
・

６
％
で
す
。
26
年
度
は
、
向
山
町
、

論
地
町
、
神
明
町
で
整
備
実
施
中
。

　
　

課
題
は
何
か
。

　
　

３
点
あ
り
、
①
河
川
堤
防
敷
き

に
下
水
道
管
を
埋
設
で
き
な
い
。
②

国
は
、「
概
成
10
年
」
の
方
針
を
出

し
て
い
る
。
③
技
術
者
不
足
や
資

材
・
人
件
費
の
高
騰
が
あ
る
が
、
下

水
道
整
備
は
進
め
る
必
要
が
あ
る
。

　
　

食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
の
現
状
と
学

校
給
食
で
の
対
応
に
つ
い
て
。

　
　

食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
を
持
つ
児
童

が
他
の
児
童
生
徒
と
同
じ
に
給
食
を

楽
し
め
る
こ
と
を
目
指
す
こ
と
が
重

要
で
あ
る
。
学
校
給
食
が
原
因
と
な

る
ア
レ
ル
ギ
ー
症
状
を
発
症
さ
せ
な

い
た
め
、
高
浜
市
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
作
成
し
対
応
。
自

校
給
食
実
施
の
本
市
で
は
５
名
の
栄

養
士
を
配
置
。
該
当
児
童
生
徒
や
保

護
者
と
栄
養
士
が
直
接
情
報
交
換
す

る
機
会
が
多
く
、
除
去
食
対
応
し
な

く
て
済
む
過
程
を
喜
ぶ
場
面
も
あ
る
。

　
　

第
６
期
介
護
保
険
料
５
４
８
０

円
の
算
定
の
根
拠
は
。

　
　

低
所
得
者
対
策
と
し
て
所
得
段

階
を
12
か
ら
16
段
階
と
し
、
上
乗
せ

サ
ー
ビ
ス
は
要
介
護
１
、
２
の
区
分

支
給
限
度
基
準
額
を
段
階
的
に
引
き

下
げ
、
認
知
症
に
は
一
定
加
算
を
実

施
。
保
険
料
は
、
基
金
取
り
崩
し
１

億
円
を
計
上
し
、
保
険
料
の
上
昇
が

抑
制
で
き
た
。

　
　

第
６
期
の
計
画
の
特
徴
は
。

　
　

基
本
理
念
「
住
み
慣
れ
た
地
域

で
み
ん
な
が
い
き
い
き
暮
ら
せ
る
ま

ち
」
、
基
本
目
標
「
要
支
援
に
な
ら

な
い
、
さ
せ
な
い
、
戻
ら
な
い
」
と

し
、「
生
涯
現
役
の
ま
ち
づ
く
り
創

出
事
業
」
、「
い
き
い
き
健
康
マ
イ
レ
ー

ジ
事
業
」
等
を
介
護
予
防
事
業
と
位

置
づ
け
、高
齢
者
の
居
場
所
や
出
番
の

あ
る
地
域
づ
く
り
を
推
進
す
る
。

　
　

介
護
利
用
料
２
割
負
担
に
対
し

て
反
対
す
べ
き
で
は
。

　
　

見
直
し
は
平
成
27
年
８
月
以
降

と
な
り
ま
す
が
、
制
度
を
運
営
し
て

い
く
中
で
、
そ
の
影
響
を
し
っ
か
り

と
把
握
・
分
析
し
た
上
で
、
国
へ
の

要
望
な
ど
に
つ
い
て
考
え
て
い
く
。

　
　

介
護
施
設
の
増
設
が
必
要
と
考

え
ま
す
が
、
施
設
整
備
は
。

　
　

第
６
期
の
計
画
期
間
中
は
認
知

症
対
応
型
共
同
生
活
介
護
、
い
わ
ゆ

る
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
を
整
備
し
て
、

サ
ー
ビ
ス
提
供
を
開
始
す
る
予
定
。

　
　

外
出
の
機
会
を
増
や
す
こ
と
で
、

介
護
予
防
に
も
有
効
と
考
え
ま
す
。

サ
ン
ビ
レ
ッ
ジ
の
お
風
呂
の
無
料
券

の
発
行
は
。

　
　

限
ら
れ
た
財
源
を
生
か
し
て
、

よ
り
効
果
的
な
高
齢
者
福
祉
施
策
が

求
め
ら
れ
る
中
で
、
お
風
呂
の
特
化

し
た
サ
ー
ビ
ス
を
再
び
実
施
す
る
こ

と
は
考
え
て
い
な
い
。

　
　

非
核
平
和
都
市
宣
言
を
せ
よ
。

　
　

議
会
が
決
議
を
上
げ
て
い
る
こ

と
を
受
け
て
、
高
浜
市
は
非
核
平
和

宣
言
自
治
体
と
し
て
認
知
さ
れ
て
い

る
。

　

宣
言
を
す
る
、
し
な
い
に
関
わ
ら

ず
、
行
政
の
立
場
で
引
き
続
き
、
平

和
行
政
を
推
進
し
て
い
く
。

　
　

平
和
行
事
の
充
実
を
。

　
　

来
年
度
は
、
市
政
施
行
45
周
年

及
び
美
術
館
開
館
20
周
年
を
迎
え
る

こ
と
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
周
年
に
係

る
企
画
展
の
予
定
を
し
て
お
り
、
平

和
に
関
す
る
企
画
展
の
予
定
は
な
い
。

　
　

少
人
数
学
級
を
実
施
せ
よ
。

　
　

少
人
数
学
級
は
教
育
的
効
果
が

期
待
で
き
る
が
、
導
入
に
あ
た
っ
て

の
課
題
と
し
て
、
学
級
担
任
の
で
き

る
常
勤
講
師
の
確
保
及
び
費
用
、
教

室
の
確
保
の
問
題
も
あ
る
の
が
現
状
。

現
行
通
り
、
少
人
数
学
級
は
国
と
県

の
加
配
対
応
で
小
学
校
１
、
２
年
生
、

中
学
１
年
生
で
実
施
し
、
小
学
校
３

年
生
以
上
は
、
県
の
少
人
数
指
導
の

加
配
教
員
と
市
の
サ
ポ
ー
ト
テ
ィ
ー

チ
ャ
ー
を
活
用
し
、
少
人
数
指
導
を

展
開
し
て
い
く
。

杉浦 敏和 議員

鷲見 宗重 議員

公
共
下
水
道
事
業
の
進
捗
と

今
後
に
つ
い
て

食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
の
現
状
と

今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

第
六
期
介
護
保
険
事
業
計
画
・

高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
に
つ
い
て

問

問

問

問問 問

問問

問

問 問 答

答

答

答答答

答答

答

答答

高
齢
者
福
祉
に
つ
い
て

平
和
行
政
に
つ
い
て

子
育
て
施
策
の
充
実
に
つ
い
て
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防
災
対
策
に
つ
い
て
。

　
　

現
在
、
作
成
中
で
す
が
「
高
浜

市
地
震
防
災
マ
ッ
プ
」
（
災
害
か
ら

身
を
守
る
た
め
に
）
で
は
、
市
内
の

避
難
場
所
や
「
過
去
地
震
最
大
モ
デ

ル
」
、「
理
論
上
最
大
想
定
モ
デ

ル
」
で
の
地
震
・
津
波
被
害
想
定
に

加
え
、
地
震
学
習
情
報
と
し
て
、
日

頃
か
ら
の
地
震
へ
の
備
え
、地
震
発

生
！
そ
の
と
き
ど
う
な
る
の
？
ど
う

す
る
の
？
自
助・公
助
の
留
意
事
項
を

掲
載
し
て
い
ま
す
。な
お
、「
高
浜
市

地
震
防
災
マ
ッ
プ
」
の
完
成
は
、
３

月
末
を
予
定
し
て
お
り
、
完
成
次
第
、

住
民
の
方
に
配
布
し
ま
す
。
ま
た
、

平
成
27
年
度
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地

域
に
お
い
て
、
自
助
・
共
助
を
基
本

と
す
る
防
災
・
減
災
と
地
域
防
災
力

の
向
上
の
た
め
の
中
心
的
存
在
で
、

平
常
時
と
災
害
時
、
そ
れ
ぞ
れ
で
活

躍
さ
れ
る
方
々
と
し
て
、
新
た
に
地

域
防
災
リ
ー
ダ
ー
養
成
に
取
り
組
み

ま
す
。
現
在
、
防
災
リ
ー
ダ
ー
養
成

の
詳
細
は
、
レ
ス
キ
ュ
ー
ス
ト
ッ
ク

ヤ
ー
ド
と
調
整
し
て
い
ま
す
。

　
　

現
職
員
数
で
よ
い
の
か
。

　
　

職
員
を
増
員
す
る
よ
り
も
必
要

な
こ
と
は
、
全
て
の
職
員
が
、
そ
れ

ぞ
れ
の
日
常
業
務
か
ら
「
防
災
・
減

災
」
と
い
う
意
識
を
持
つ
こ
と
が
重

要
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　

公
共
施
設
の
あ
り
方
計
画
に
併

せ
て
、
都
市
基
盤
整
備
を
進
め
よ
。

　
　

公
共
施
設
の
あ
り
方
計
画
は
、

40
年
と
い
う
長
期
の
計
画
で
、
こ
の

間
に
お
け
る
社
会
経
済
情
勢
や
市
民

ニ
ー
ズ
の
変
化
に
よ
り
、
今
後
、
ど

こ
か
の
地
域
で
都
市
基
盤
整
備
事
業

の
機
運
が
高
ま
り
、
具
体
化
す
る
よ

う
な
状
況
が
あ
れ
ば
、
ご
提
案
の
内

容
に
つ
い
て
検
討
す
る
余
地
は
あ
り

ま
す
が
、
公
共
施
設
の
あ
り
方
計
画

に
併
せ
て
都
市
基
盤
整
備
を
行
う
考

え
は
、
現
段
階
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
　

被
害
予
測
調
査
に
基
づ
い
て
、

市
街
地
整
備
基
本
計
画
を
策
定
せ
よ
。

　
　

市
街
地
整
備
基
本
計
画
の
策
定

は
、
長
期
的
な
視
点
で
各
種
プ
ロ
グ

ラ
ム
の
推
進
を
図
り
、
魅
力
と
潤
い

の
あ
る
都
市
の
実
現
を
図
る
た
め
に
、

市
街
化
区
域
の
整
備
を
効
率
的
、
計

画
的
に
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
と

い
う
こ
と
は
、
認
識
し
て
い
ま
す
が
、

現
時
点
で
は
、
市
街
地
整
備
基
本
計

画
の
策
定
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

　
　

「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制

度
」
が
４
月
か
ら
始
ま
る
が
、
待
機

児
童
解
消
に
向
け
た
取
り
組
み
と
家

庭
的
保
育
の
中
身
が
ど
の
よ
う
に
充

実
す
る
の
か
問
う
。

　
　

待
機
児
童
へ
の
対
策
は
、
定
員

の
弾
力
運
用
を
図
る
こ
と
と
、
家
庭

的
保
育
の
活
用
で
す
。
家
庭
的
保
育

は
、
新
制
度
に
お
い
て
、
地
域
型
保

育
事
業
に
位
置
付
け
ら
れ
、
地
域
型

保
育
給
付
費
に
よ
り
運
営
が
さ
れ
る

こ
と
と
な
り
ま
す
。
ま
ず
保
育
料
が

保
育
園
と
同
様
の
保
育
料
と
な
り
、

新
制
度
で
は
食
事
の
提
供
が
求
め
ら

れ
て
お
り
、
早
期
の
給
食
提
供
を
し

て
い
く
方
針
で
す
。
ス
タ
ッ
フ
の
賃

金
に
つ
い
て
も
、
保
育
園
で
働
く
臨

時
職
員
と
同
等
の
賃
金
と
す
る
予
定
。

ま
た
、
ス
タ
ッ
フ
が
、
午
前
、
午
後

で
勤
務
し
て
い
た
が
、
新
制
度
に
な

っ
て
か
ら
は
、
核
と
な
る
人
が
中
心

と
な
っ
て
勤
務
し
、
補
助
者
が
カ
バ

ー
す
る
と
い
う
体
制
と
な
り
ま
す
。

　
　

児
童
ク
ラ
ブ
も
対
象
が
６
年
生

ま
で
拡
充
さ
れ
る
が
、
今
後
の
考
え

方
と
放
課
後
居
場
所
事
業
の
利
用
状

況
と
雨
天
の
日
の
対
応
等
に
つ
い
て

問
う
。

　
　

児
童
ク
ラ
ブ
は
、
港
小
学
校
区

を
午
後
７
時
ま
で
と
し
、
高
取
小
学

校
区
は
平
成
28
年
度
に
午
後
７
時
ま

で
に
し
て
い
く
予
定
。
放
課
後
居
場

所
事
業
の
利
用
実
績
は
、
年
間
延
べ

２
万
１
４
３
人
。
雨
天
時
や
長
期
休

暇
に
は
児
童
セ
ン
タ
ー
等
を
活
用
し
、

休
館
日
を
日
曜
日
と
す
る
。

　
　

厚
生
労
働
省
の
モ
デ
ル
事
業
が

終
了
す
る
が
、
今
後
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
問
う
。

　
　

子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ

ー
を
こ
ど
も
発
達
セ
ン
タ
ー
に
併
設

す
る
形
で
設
置
。
平
成
27
年
４
月
か

ら
新
た
に
、
「
宿
泊
型
」
の
産
後
ケ

ア
事
業
に
取
り
組
み
、
安
城
市
の

「
八
千
代
病
院
」
や
「
碧
助
産
院
」

で
の
、
母
子
の
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
事

業
と
し
て
進
め
て
い
き
た
い
。

黒川 美克 議員

小野田 由紀子 議員

問

問問

問

問問

問

答

答答

答

答答

答

防
災
・
減
災
に
つ
い
て

都
市
基
盤
整
備
に
つ
い
て

子
育
て
支
援
に
つ
い
て

妊
娠
・
出
産
包
括
支
援
事
業

待
機
児
童
の
取
り
組
み
と

家
庭
的
保
育
に
つ
い
て

子
ど
も
放
課
後
対
策
の

強
化
に
つ
い
て
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公
共
下
水
道
の
整
備
、
普
及
状

況
に
つ
い
て
。

　
　

愛
知
県
の
流
域
下
水
道
計
画
と

整
合
を
図
り
進
め
、
下
水
道
整
備
率

は
全
体
計
画
区
域
面
積
の
50
・
３
％
、

普
及
状
況
、
下
水
道
接
続
率
は
81
・

６
％
で
す
。
26
年
度
は
、
向
山
町
、

論
地
町
、
神
明
町
で
整
備
実
施
中
。

　
　

課
題
は
何
か
。

　
　

３
点
あ
り
、
①
河
川
堤
防
敷
き

に
下
水
道
管
を
埋
設
で
き
な
い
。
②

国
は
、「
概
成
10
年
」
の
方
針
を
出

し
て
い
る
。
③
技
術
者
不
足
や
資

材
・
人
件
費
の
高
騰
が
あ
る
が
、
下

水
道
整
備
は
進
め
る
必
要
が
あ
る
。

　
　

食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
の
現
状
と
学

校
給
食
で
の
対
応
に
つ
い
て
。

　
　

食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
を
持
つ
児
童

が
他
の
児
童
生
徒
と
同
じ
に
給
食
を

楽
し
め
る
こ
と
を
目
指
す
こ
と
が
重

要
で
あ
る
。
学
校
給
食
が
原
因
と
な

る
ア
レ
ル
ギ
ー
症
状
を
発
症
さ
せ
な

い
た
め
、
高
浜
市
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
作
成
し
対
応
。
自

校
給
食
実
施
の
本
市
で
は
５
名
の
栄

養
士
を
配
置
。
該
当
児
童
生
徒
や
保

護
者
と
栄
養
士
が
直
接
情
報
交
換
す

る
機
会
が
多
く
、
除
去
食
対
応
し
な

く
て
済
む
過
程
を
喜
ぶ
場
面
も
あ
る
。

　
　

第
６
期
介
護
保
険
料
５
４
８
０

円
の
算
定
の
根
拠
は
。

　
　

低
所
得
者
対
策
と
し
て
所
得
段

階
を
12
か
ら
16
段
階
と
し
、
上
乗
せ

サ
ー
ビ
ス
は
要
介
護
１
、
２
の
区
分

支
給
限
度
基
準
額
を
段
階
的
に
引
き

下
げ
、
認
知
症
に
は
一
定
加
算
を
実

施
。
保
険
料
は
、
基
金
取
り
崩
し
１

億
円
を
計
上
し
、
保
険
料
の
上
昇
が

抑
制
で
き
た
。

　
　

第
６
期
の
計
画
の
特
徴
は
。

　
　

基
本
理
念
「
住
み
慣
れ
た
地
域

で
み
ん
な
が
い
き
い
き
暮
ら
せ
る
ま

ち
」
、
基
本
目
標
「
要
支
援
に
な
ら

な
い
、
さ
せ
な
い
、
戻
ら
な
い
」
と

し
、「
生
涯
現
役
の
ま
ち
づ
く
り
創

出
事
業
」
、「
い
き
い
き
健
康
マ
イ
レ
ー

ジ
事
業
」
等
を
介
護
予
防
事
業
と
位

置
づ
け
、高
齢
者
の
居
場
所
や
出
番
の

あ
る
地
域
づ
く
り
を
推
進
す
る
。

　
　

介
護
利
用
料
２
割
負
担
に
対
し

て
反
対
す
べ
き
で
は
。

　
　

見
直
し
は
平
成
27
年
８
月
以
降

と
な
り
ま
す
が
、
制
度
を
運
営
し
て

い
く
中
で
、
そ
の
影
響
を
し
っ
か
り

と
把
握
・
分
析
し
た
上
で
、
国
へ
の

要
望
な
ど
に
つ
い
て
考
え
て
い
く
。

　
　

介
護
施
設
の
増
設
が
必
要
と
考

え
ま
す
が
、
施
設
整
備
は
。

　
　

第
６
期
の
計
画
期
間
中
は
認
知

症
対
応
型
共
同
生
活
介
護
、
い
わ
ゆ

る
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
を
整
備
し
て
、

サ
ー
ビ
ス
提
供
を
開
始
す
る
予
定
。

　
　

外
出
の
機
会
を
増
や
す
こ
と
で
、

介
護
予
防
に
も
有
効
と
考
え
ま
す
。

サ
ン
ビ
レ
ッ
ジ
の
お
風
呂
の
無
料
券

の
発
行
は
。

　
　

限
ら
れ
た
財
源
を
生
か
し
て
、

よ
り
効
果
的
な
高
齢
者
福
祉
施
策
が

求
め
ら
れ
る
中
で
、
お
風
呂
の
特
化

し
た
サ
ー
ビ
ス
を
再
び
実
施
す
る
こ

と
は
考
え
て
い
な
い
。

　
　

非
核
平
和
都
市
宣
言
を
せ
よ
。

　
　

議
会
が
決
議
を
上
げ
て
い
る
こ

と
を
受
け
て
、
高
浜
市
は
非
核
平
和

宣
言
自
治
体
と
し
て
認
知
さ
れ
て
い

る
。

　

宣
言
を
す
る
、
し
な
い
に
関
わ
ら

ず
、
行
政
の
立
場
で
引
き
続
き
、
平

和
行
政
を
推
進
し
て
い
く
。

　
　

平
和
行
事
の
充
実
を
。

　
　

来
年
度
は
、
市
政
施
行
45
周
年

及
び
美
術
館
開
館
20
周
年
を
迎
え
る

こ
と
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
周
年
に
係

る
企
画
展
の
予
定
を
し
て
お
り
、
平

和
に
関
す
る
企
画
展
の
予
定
は
な
い
。

　
　

少
人
数
学
級
を
実
施
せ
よ
。

　
　

少
人
数
学
級
は
教
育
的
効
果
が

期
待
で
き
る
が
、
導
入
に
あ
た
っ
て

の
課
題
と
し
て
、
学
級
担
任
の
で
き

る
常
勤
講
師
の
確
保
及
び
費
用
、
教

室
の
確
保
の
問
題
も
あ
る
の
が
現
状
。

現
行
通
り
、
少
人
数
学
級
は
国
と
県

の
加
配
対
応
で
小
学
校
１
、
２
年
生
、

中
学
１
年
生
で
実
施
し
、
小
学
校
３

年
生
以
上
は
、
県
の
少
人
数
指
導
の

加
配
教
員
と
市
の
サ
ポ
ー
ト
テ
ィ
ー

チ
ャ
ー
を
活
用
し
、
少
人
数
指
導
を

展
開
し
て
い
く
。

杉浦 敏和 議員

鷲見 宗重 議員

公
共
下
水
道
事
業
の
進
捗
と

今
後
に
つ
い
て

食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
の
現
状
と

今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

第
六
期
介
護
保
険
事
業
計
画
・

高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
に
つ
い
て

問

問

問

問問 問

問問

問

問 問 答

答

答

答答答

答答

答

答答

高
齢
者
福
祉
に
つ
い
て

平
和
行
政
に
つ
い
て

子
育
て
施
策
の
充
実
に
つ
い
て
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防
災
対
策
に
つ
い
て
。

　
　

現
在
、
作
成
中
で
す
が
「
高
浜

市
地
震
防
災
マ
ッ
プ
」
（
災
害
か
ら

身
を
守
る
た
め
に
）
で
は
、
市
内
の

避
難
場
所
や
「
過
去
地
震
最
大
モ
デ

ル
」
、「
理
論
上
最
大
想
定
モ
デ

ル
」
で
の
地
震
・
津
波
被
害
想
定
に

加
え
、
地
震
学
習
情
報
と
し
て
、
日

頃
か
ら
の
地
震
へ
の
備
え
、地
震
発

生
！
そ
の
と
き
ど
う
な
る
の
？
ど
う

す
る
の
？
自
助・公
助
の
留
意
事
項
を

掲
載
し
て
い
ま
す
。な
お
、「
高
浜
市

地
震
防
災
マ
ッ
プ
」
の
完
成
は
、
３

月
末
を
予
定
し
て
お
り
、
完
成
次
第
、

住
民
の
方
に
配
布
し
ま
す
。
ま
た
、

平
成
27
年
度
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地

域
に
お
い
て
、
自
助
・
共
助
を
基
本

と
す
る
防
災
・
減
災
と
地
域
防
災
力

の
向
上
の
た
め
の
中
心
的
存
在
で
、

平
常
時
と
災
害
時
、
そ
れ
ぞ
れ
で
活

躍
さ
れ
る
方
々
と
し
て
、
新
た
に
地

域
防
災
リ
ー
ダ
ー
養
成
に
取
り
組
み

ま
す
。
現
在
、
防
災
リ
ー
ダ
ー
養
成

の
詳
細
は
、
レ
ス
キ
ュ
ー
ス
ト
ッ
ク

ヤ
ー
ド
と
調
整
し
て
い
ま
す
。

　
　

現
職
員
数
で
よ
い
の
か
。

　
　

職
員
を
増
員
す
る
よ
り
も
必
要

な
こ
と
は
、
全
て
の
職
員
が
、
そ
れ

ぞ
れ
の
日
常
業
務
か
ら
「
防
災
・
減

災
」
と
い
う
意
識
を
持
つ
こ
と
が
重

要
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　

公
共
施
設
の
あ
り
方
計
画
に
併

せ
て
、
都
市
基
盤
整
備
を
進
め
よ
。

　
　

公
共
施
設
の
あ
り
方
計
画
は
、

40
年
と
い
う
長
期
の
計
画
で
、
こ
の

間
に
お
け
る
社
会
経
済
情
勢
や
市
民

ニ
ー
ズ
の
変
化
に
よ
り
、
今
後
、
ど

こ
か
の
地
域
で
都
市
基
盤
整
備
事
業

の
機
運
が
高
ま
り
、
具
体
化
す
る
よ

う
な
状
況
が
あ
れ
ば
、
ご
提
案
の
内

容
に
つ
い
て
検
討
す
る
余
地
は
あ
り

ま
す
が
、
公
共
施
設
の
あ
り
方
計
画

に
併
せ
て
都
市
基
盤
整
備
を
行
う
考

え
は
、
現
段
階
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
　

被
害
予
測
調
査
に
基
づ
い
て
、

市
街
地
整
備
基
本
計
画
を
策
定
せ
よ
。

　
　

市
街
地
整
備
基
本
計
画
の
策
定

は
、
長
期
的
な
視
点
で
各
種
プ
ロ
グ

ラ
ム
の
推
進
を
図
り
、
魅
力
と
潤
い

の
あ
る
都
市
の
実
現
を
図
る
た
め
に
、

市
街
化
区
域
の
整
備
を
効
率
的
、
計

画
的
に
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
と

い
う
こ
と
は
、
認
識
し
て
い
ま
す
が
、

現
時
点
で
は
、
市
街
地
整
備
基
本
計

画
の
策
定
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

　
　

「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制

度
」
が
４
月
か
ら
始
ま
る
が
、
待
機

児
童
解
消
に
向
け
た
取
り
組
み
と
家

庭
的
保
育
の
中
身
が
ど
の
よ
う
に
充

実
す
る
の
か
問
う
。

　
　

待
機
児
童
へ
の
対
策
は
、
定
員

の
弾
力
運
用
を
図
る
こ
と
と
、
家
庭

的
保
育
の
活
用
で
す
。
家
庭
的
保
育

は
、
新
制
度
に
お
い
て
、
地
域
型
保

育
事
業
に
位
置
付
け
ら
れ
、
地
域
型

保
育
給
付
費
に
よ
り
運
営
が
さ
れ
る

こ
と
と
な
り
ま
す
。
ま
ず
保
育
料
が

保
育
園
と
同
様
の
保
育
料
と
な
り
、

新
制
度
で
は
食
事
の
提
供
が
求
め
ら

れ
て
お
り
、
早
期
の
給
食
提
供
を
し

て
い
く
方
針
で
す
。
ス
タ
ッ
フ
の
賃

金
に
つ
い
て
も
、
保
育
園
で
働
く
臨

時
職
員
と
同
等
の
賃
金
と
す
る
予
定
。

ま
た
、
ス
タ
ッ
フ
が
、
午
前
、
午
後

で
勤
務
し
て
い
た
が
、
新
制
度
に
な

っ
て
か
ら
は
、
核
と
な
る
人
が
中
心

と
な
っ
て
勤
務
し
、
補
助
者
が
カ
バ

ー
す
る
と
い
う
体
制
と
な
り
ま
す
。

　
　

児
童
ク
ラ
ブ
も
対
象
が
６
年
生

ま
で
拡
充
さ
れ
る
が
、
今
後
の
考
え

方
と
放
課
後
居
場
所
事
業
の
利
用
状

況
と
雨
天
の
日
の
対
応
等
に
つ
い
て

問
う
。

　
　

児
童
ク
ラ
ブ
は
、
港
小
学
校
区

を
午
後
７
時
ま
で
と
し
、
高
取
小
学

校
区
は
平
成
28
年
度
に
午
後
７
時
ま

で
に
し
て
い
く
予
定
。
放
課
後
居
場

所
事
業
の
利
用
実
績
は
、
年
間
延
べ

２
万
１
４
３
人
。
雨
天
時
や
長
期
休

暇
に
は
児
童
セ
ン
タ
ー
等
を
活
用
し
、

休
館
日
を
日
曜
日
と
す
る
。

　
　

厚
生
労
働
省
の
モ
デ
ル
事
業
が

終
了
す
る
が
、
今
後
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
問
う
。

　
　

子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ

ー
を
こ
ど
も
発
達
セ
ン
タ
ー
に
併
設

す
る
形
で
設
置
。
平
成
27
年
４
月
か

ら
新
た
に
、
「
宿
泊
型
」
の
産
後
ケ

ア
事
業
に
取
り
組
み
、
安
城
市
の

「
八
千
代
病
院
」
や
「
碧
助
産
院
」

で
の
、
母
子
の
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
事

業
と
し
て
進
め
て
い
き
た
い
。

黒川 美克 議員

小野田 由紀子 議員

問

問問

問

問問

問

答

答答

答

答答

答

防
災
・
減
災
に
つ
い
て

都
市
基
盤
整
備
に
つ
い
て

子
育
て
支
援
に
つ
い
て

妊
娠
・
出
産
包
括
支
援
事
業

待
機
児
童
の
取
り
組
み
と

家
庭
的
保
育
に
つ
い
て

子
ど
も
放
課
後
対
策
の

強
化
に
つ
い
て



2015年 4月　高浜市議会だより 8

　
　

高
浜
市
の
児
童
虐
待
に
お
け
る

相
談
対
応
の
延
べ
件
数
は
。

　
　

平
成
24
年
度
５
１
８
件
。
平
成

25
年
度
６
０
４
件
。
本
年
度
は
約
６

７
０
件
と
予
測
し
て
い
る
。

　
　

様
々
な
取
組
み
を
し
て
い
る
が
、

さ
ら
に
踏
み
込
ん
だ
取
組
み
を
考
え

て
い
る
か
。

　
　

市
民
視
点
で
考
え
る
と
、
虐
待

と
い
う
言
葉
の
重
さ
や
通
報
す
る
こ

と
で
事
案
に
関
係
す
る
と
感
じ
、
躊

躇
さ
れ
る
方
も
い
る
。
市
民
意
識
を

緩
和
す
る
こ
と
に
重
点
を
置
い
た
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
や
ポ
ス
タ
ー
の
作
成
と

周
知
方
法
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。

　
　

虐
待
発
見
後
の
対
応
は
。

　
　

発
見
後
は
、
福
祉
ま
る
ご
と
相

談
グ
ル
ー
プ
が
中
心
と
な
り
、
こ
ど

も
未
来
部
・
教
育
委
員
会
・
学
校
・

保
健
師
等
の
関
係
機
関
と
協
力
し
、

迅
速
に
子
ど
も
の
安
全
確
認
と
情
報

収
集
を
行
う
。
緊
急
の
場
合
は
、
刈

谷
児
童
相
談
セ
ン
タ
ー
と
協
力
し
、

一
時
保
護
な
ど
子
ど
も
の
安
全
を
最

優
先
に
考
え
、
対
応
し
て
い
る
。

　
　

認
知
症
の
早
期
発
見
・
早
期
対

応
に
つ
い
て
市
の
考
え
は
。

　
　

体
制
整
備
と
し
て
、
か
か
り
つ

け
医
の
対
応
力
向
上
や
認
知
症
サ
ポ

ー
ト
医
の
養
成
支
援
に
つ
い
て
、
市

独
自
の
研
修
の
助
成
制
度
で
、
そ
の

養
成
に
引
き
続
き
力
を
入
れ
て
い
く
。

　
　

厚
生
労
働
省
の
補
助
金
を
活
用

し
た
「
認
知
症
予
防
ス
タ
ッ
フ
の
養

成
マ
ニ
ュ
ア
ル
作
成
と
要
請
シ
ス
テ

ム
を
構
築
す
る
事
業
」
の
実
施
内
容

と
成
果
は
。

　
　

講
義
に
よ
る
認
知
症
に
関
す
る

基
本
的
知
識
・
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
検

査
・
予
防
の
た
め
の
取
組
み
方
法
の

知
識
習
得
を
し
、
実
技
研
修
で
認
知

機
能
検
査
・
運
動
検
査
、
質
問
調
査

の
実
施
・
介
護
予
防
教
室
の
運
営
が

可
能
と
な
る
研
修
を
実
施
し
た
。
そ

の
後
、
効
果
測
定
を
し
、
認
知
症
予

防
ス
タ
ッ
フ
認
定
を
し
、
市
内
に
48

人
の
ス
タ
ッ
フ
が
誕
生
し
た
。

　
　

国
立
長
寿
医
療
研
究
セ
ン
タ
ー

と
の
共
同
事
業
と
は
。

　
　

市
内
の
健
康
自
生
地
を
使
い
、

ど
こ
に
通
っ
て
活
動
し
て
い
る
方
が

認
知
症
発
症
リ
ス
ク
を
軽
減
で
き
る

の
か
、
健
康
自
生
地
毎
の
活
動
内
容

と
予
防
の
因
果
関
係
ま
で
含
め
た
調

査
研
究
を
実
施
し
、
個
人
の
活
動
状

況
に
応
じ
た
デ
ー
タ
管
理
を
行
う
こ

と
を
想
定
し
て
い
る
。

　
　

高
浜
市
に
お
い
て
、
何
名
の
子

ど
も
た
ち
が
、
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
を

受
け
た
の
か
。
当
局
の
ワ
ク
チ
ン
に

対
す
る
考
え
方
や
、
現
在
の
国
の
動

向
、
市
民
へ
の
対
応
な
ど
、
教
え
て

く
だ
さ
い
。
同
時
に
こ
れ
以
上
被
害

者
を
出
さ
な
い
た
め
に
も
、
検
診
を

定
期
的
に
受
け
れ
ば
、
早
期
発
見
、

治
療
も
で
き
る
が
ん
で
あ
る
と
い
う

正
確
な
情
報
提
供
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
　

子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
の

接
種
は
、
平
成
23
年
１
月
か
ら
開
始
。

平
成
25
年
４
月
に
定
期
接
種
化
。
高

浜
市
で
は
、
１
２
２
４
人
の
方
が
接

種
し
、
１
名
副
反
応
が
出
て
い
る
。

第
２
回
厚
生
科
学
審
議
会
予
防
接

種
・
ワ
ク
チ
ン
分
科
会
副
反
応
検
討

部
会
に
お
い
て
「
ワ
ク
チ
ン
と
の
因

果
関
係
を
否
定
で
き
な
い
持
続
的
な

疼
痛
（
と
う
つ
う
）
が
、
子
宮
頸
が

ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
後
に
特
異

的
に
見
ら
れ
、
こ
の
副
反
応
の
発
生

頻
度
が
よ
り
明
ら
か
に
な
り
、
国
民

に
適
切
な
情
報
提
供
が
で
き
る
ま
で

の
間
、
定
期
接
種
を
積
極
的
に
勧
奨

す
べ
き
で
は
な
い
。
」
と
判
断
。
厚

生
労
働
省
は
こ
の
報
告
を
受
け
、
積

極
的
な
接
種
勧
奨
の
一
時
差
し
控
え

を
決
め
、
各
自
治
体
へ
通
知
を
行
う
。

市
町
村
向
け
の
通
知
と
は
別
に
、
子

宮
頸
が
ん
と
ワ
ク
チ
ン
の
関
連
性
を

わ
か
り
や
す
く
説
明
し
、
広
く
接
種

対
象
者
に
呼
び
か
け
を
行
う
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
を
作
成
し
、
現
在
、
子
宮
頸

が
ん
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
を
積
極
的
に

勧
め
て
い
な
い
こ
と
、
ま
た
、
接
種

に
当
た
っ
て
は
有
効
性
と
リ
ス
ク
を

理
解
し
た
上
で
接
種
す
る
こ
と
と
し

て
い
る
。

　

対
策
と
し
て
、
接
種
後
に
副
反
応

を
有
す
る
方
が
、
身
近
で
医
療
を
受

け
ら
れ
る
よ
う
、
各
県
に
お
い
て
協

力
医
療
機
関
と
し
て
整
備
を
す
る
こ

と
。
こ
れ
ら
の
症
状
に
よ
り
医
療
機

関
を
受
診
さ
れ
る
方
に
、
副
反
応
報

告
が
確
実
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
す
る

こ
と
。
ま
た
、
過
去
に
同
様
の
症
状

で
医
療
機
関
を
受
診
さ
れ
た
方
も
対

象
と
す
る
こ
と
。
こ
れ
ま
で
に
報
告

さ
れ
た
方
も
含
め
、
そ
の
後
の
状
況

を
追
跡
調
査
し
て
い
く
こ
と
と
し
て

い
る
が
、
因
果
関
係
に
つ
い
て
は
、

現
在
調
査
中
で
あ
る
。
碧
南
市
や
名

古
屋
市
で
は
独
自
の
追
跡
調
査
を
実

施
し
て
い
る
が
、
高
浜
市
と
し
て
は
、

そ
れ
ら
の
動
向
を
見
守
っ
て
い
く
こ

と
と
す
る
。

北川 広人 議員

柳沢 英希 議員

子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン

副
反
応
に
つ
い
て

問

問

問

問問

問問 答

答

答

答答

答答 福
祉
行
政
に
つ
い
て

ち
ゅ
う

ち
ょ
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戦
後
確
立
し
た
6
・
３
・
３
制

は
誰
に
で
も
平
等
な
公
教
育
を
提
供

す
る
単
純
型
学
校
体
系
で
す
。
一
方
、

小
中
一
貫
教
育
は
国
に
よ
る
教
育
内

容
の
統
制
、
学
校
間
・
自
治
体
間
の

競
争
の
強
化
、
学
校
選
別
な
ど
を
目

的
に
し
た
公
教
育
の
再
編
成
の
中
に

位
置
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
こ
に

は
よ
り
ス
リ
ム
な
公
教
育
で
、
産
業

構
造
の
変
化
に
応
じ
た
新
し
い
人
材

を
確
保
す
る
と
い
う
狙
い
が
あ
る
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。
各
自
治
体
で
、

小
か
ら
中
へ
の
接
続
が
う
ま
く
い
か

な
い
と
い
う
「
中
１
ギ
ャ
ッ
プ
」
な

ど
を
口
実
に
、
義
務
教
育
６
・
３
・

３
制
の
区
分
を
見
直
し
て
、
４
・

３
・
２
・
3
制
が
で
て
き
ま
し
た
が
、

高
浜
市
の
幼
保
小
中
一
貫
教
育
の
進

捗
状
況
は
ど
う
で
あ
る
か
。

　
　

一
貫
教
育
の
目
的
は
、「
確
か

な
学
力
の
定
着
」
と
「
発
達
段
階
に

応
じ
た
資
質
・
能
力
の
育
成
」
で
あ

り
ま
す
。
「
小
１
プ
ロ
ブ
レ
ム
」
、

「
中
１
ギ
ャ
ッ
プ
」
軽
減
の
狙
い
も

あ
り
、
今
取
り
組
ん
で
い
る
異
校
種

間
連
携
事
業
で
は
、
教
職
員
に
よ
る

情
報
交
換
会
で
中
１
を
担
任
す
る
教

師
が
、
気
に
な
る
生
徒
に
つ
い
て
前

年
度
小
６
を
担
任
し
て
い
た
教
師
に
、

直
接
教
育
相
談
を
す
る
な
ど
し
て
い

る
。

　
　

不
登
校
生
徒
の
現
状
と
対
策
は
。

　
　

全
て
の
教
職
員
に
よ
る
「
１
人

１
授
業
公
開
」
や
学
年
体
制
に
よ
る

若
手
教
員
の
授
業
作
り
サ
ポ
ー
ト
な

ど
を
行
い
、
児
童
生
徒
が
活
躍
で
き

る
授
業
作
り
に
努
め
て
い
る
。

　
　

三
河
地
震
・
東
南
海
地
震
の
掘

り
起
こ
し
と
、
今
後
の
対
策
に
つ
い

て
。

　
　

被
害
資
料
は
、
戦
時
報
道
管
制

の
た
め
意
図
的
に
隠
さ
れ
、
地
震
直

後
に
は
発
表
さ
れ
な
い
も
の
が
多
く

被
害
の
実
態
を
把
握
す
る
の
は
難
し

い
。
高
浜
市
誌
に
は
、「
昭
和
20
年

１
月
13
日
寿
覚
寺
・
正
林
寺
本
堂
倒

壊
す
。
死
者
13
名
。
」
と
の
記
録
が

あ
り
ま
す
。

　

木
造
住
宅
の
無
料
耐
震
診
断
や
家

具
転
倒
防
止
器
具
の
取
り
付
け
補
助

等
を
活
用
し
て
い
た
だ
く
よ
う
周

知
・
啓
発
に
力
を
入
れ
、
減
災
に
努

め
て
い
き
ま
す
。

　　

平
成
26
年
３
月
か
ら
平
成
27
年
2

月
ま
で
、
延
べ
14
回
の
委
員
会
を
開

催
し
て
き
ま
し
た
。

　

議
会
報
告
会
の
反
省
と
課
題
に
つ

い
て
は
、
①
市
民
の
方
か
ら
の
質
問

に
対
し
、
的
確
な
答
え
が
で
き
た
の

か
疑
問
。
②
出
席
さ
れ
る
市
民
の
方

が
少
な
い
。
③
議
会
に
対
し
、
も
っ

と
ご
理
解
頂
く
た
め
の
努
力
を
す
る
。

今
後
の
課
題
は
、
Ｐ
Ｒ
方
法
等
を
協

議
し
て
い
く
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

議
員
定
数
に
つ
い
て
は
、
定
数
あ

り
き
で
は
な
く
、
議
会
運
営
の
効
率

化
等
を
検
証
し
、
議
会
運
営
の
あ
り

方
を
議
論
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、

議
会
運
営
上
、
現
状
の
16
人
と
い
う

の
は
、
必
要
最
小
限
の
人
数
で
あ
る
。

現
段
階
で
は
、
現
状
維
持
と
す
る
が
、

議
員
は
、
議
会
活
動
の
現
状
を
市
民

の
皆
様
に
お
伝
え
願
い
た
い
と
決
定

す
る
。

　

会
派
代
表
質
問
制
の
導
入
に
つ
い

て
は
、
各
会
派
の
意
見
を
踏
ま
え
、

会
派
代
表
質
問
制
は
、
合
議
が
必
要

で
あ
り
、
全
会
一
致
と
は
な
っ
て
い

な
い
こ
と
か
ら
、
来
期
に
見
送
り
と

す
る
。

　

紙
面
の
都
合
上
、
主
な
内
容
を
掲

載
し
ま
し
た
が
、
会
議
録
は
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　　

当
委
員
会
は
、
平
成
25
年
６
月
定

例
会
に
て
、
議
会
と
し
て
真
に
必
要

と
さ
れ
る
公
共
施
設
の
再
生
を
目
指

し
、
審
査
・
調
査
・
研
究
を
目
的
に

設
置
さ
れ
た
。
第
１
回
は
、
市
庁
舎

あ
り
方
公
募
事
業
支
援
業
務
委
託
作

業
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
・
高
浜
市
本
庁
舎

整
備
事
業
者
選
定
委
員
会
要
綱
・
現

地
見
学
会
参
加
企
業
一
覧
・
高
浜
市

本
庁
舎
整
備
事
業
実
施
方
針
に
係
る

意
見
・
高
浜
市
本
庁
舎
整
備
事
業
実

施
方
針
に
係
る
質
問
及
び
回
答
の
報

告
を
受
け
、
質
疑
し
ま
し
た
。
第
２

回
は
、
公
共
施
設
あ
り
方
計
画（
案
）

の
説
明
会
に
関
す
る
こ
と
・
庁
舎
整

備
に
係
る
募
集
要
項
・
要
求
水
準

書
・
審
査
基
準
書
・
様
式
集
・
基
本

協
定
書
の
た
た
き
台
・
今
後
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
の
報
告
を
受
け
、
質
疑
し

ま
し
た
。
第
３
回
は
、
市
庁
舎
に
係

る
議
会
フ
ロ
ア
ー
の
在
り
方
に
つ
い

て
議
論
し
、
議
場
は
多
目
的
に
利
用

可
。
委
員
会
室
は
設
け
な
い
。
議
員

控
室
に
執
務
ス
ペ
ー
ス
を
設
け
る
。

議
場
に
国
旗
・
市
旗
常
設
等
の
意
見

を
ま
と
め
た
。
第
４
回
は
、
庁
舎
整

備
に
係
る
募
集
要
項
等
の
変
更
点
の

報
告
を
受
け
、
質
疑
し
ま
し
た
。
第

５
回
は
、
８
月
11
日
に
公
表
さ
れ
た

内藤 とし子 議員

問

問問

答

答答

教
育
行
政
に
つ
い
て

防
災
行
政
に
つ
い
て

議
会
改
革
特
別
委
員
会中

間
報
告

公
共
施
設
あ
り
方
検
討

特
別
委
員
会

中
間
報
告
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高
浜
市
の
児
童
虐
待
に
お
け
る

相
談
対
応
の
延
べ
件
数
は
。

　
　

平
成
24
年
度
５
１
８
件
。
平
成

25
年
度
６
０
４
件
。
本
年
度
は
約
６

７
０
件
と
予
測
し
て
い
る
。

　
　

様
々
な
取
組
み
を
し
て
い
る
が
、

さ
ら
に
踏
み
込
ん
だ
取
組
み
を
考
え

て
い
る
か
。

　
　

市
民
視
点
で
考
え
る
と
、
虐
待

と
い
う
言
葉
の
重
さ
や
通
報
す
る
こ

と
で
事
案
に
関
係
す
る
と
感
じ
、
躊

躇
さ
れ
る
方
も
い
る
。
市
民
意
識
を

緩
和
す
る
こ
と
に
重
点
を
置
い
た
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
や
ポ
ス
タ
ー
の
作
成
と

周
知
方
法
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。

　
　

虐
待
発
見
後
の
対
応
は
。

　
　

発
見
後
は
、
福
祉
ま
る
ご
と
相

談
グ
ル
ー
プ
が
中
心
と
な
り
、
こ
ど

も
未
来
部
・
教
育
委
員
会
・
学
校
・

保
健
師
等
の
関
係
機
関
と
協
力
し
、

迅
速
に
子
ど
も
の
安
全
確
認
と
情
報

収
集
を
行
う
。
緊
急
の
場
合
は
、
刈

谷
児
童
相
談
セ
ン
タ
ー
と
協
力
し
、

一
時
保
護
な
ど
子
ど
も
の
安
全
を
最

優
先
に
考
え
、
対
応
し
て
い
る
。

　
　

認
知
症
の
早
期
発
見
・
早
期
対

応
に
つ
い
て
市
の
考
え
は
。

　
　

体
制
整
備
と
し
て
、
か
か
り
つ

け
医
の
対
応
力
向
上
や
認
知
症
サ
ポ

ー
ト
医
の
養
成
支
援
に
つ
い
て
、
市

独
自
の
研
修
の
助
成
制
度
で
、
そ
の

養
成
に
引
き
続
き
力
を
入
れ
て
い
く
。

　
　

厚
生
労
働
省
の
補
助
金
を
活
用

し
た
「
認
知
症
予
防
ス
タ
ッ
フ
の
養

成
マ
ニ
ュ
ア
ル
作
成
と
要
請
シ
ス
テ

ム
を
構
築
す
る
事
業
」
の
実
施
内
容

と
成
果
は
。

　
　

講
義
に
よ
る
認
知
症
に
関
す
る

基
本
的
知
識
・
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
検

査
・
予
防
の
た
め
の
取
組
み
方
法
の

知
識
習
得
を
し
、
実
技
研
修
で
認
知

機
能
検
査
・
運
動
検
査
、
質
問
調
査

の
実
施
・
介
護
予
防
教
室
の
運
営
が

可
能
と
な
る
研
修
を
実
施
し
た
。
そ

の
後
、
効
果
測
定
を
し
、
認
知
症
予

防
ス
タ
ッ
フ
認
定
を
し
、
市
内
に
48

人
の
ス
タ
ッ
フ
が
誕
生
し
た
。

　
　

国
立
長
寿
医
療
研
究
セ
ン
タ
ー

と
の
共
同
事
業
と
は
。

　
　

市
内
の
健
康
自
生
地
を
使
い
、

ど
こ
に
通
っ
て
活
動
し
て
い
る
方
が

認
知
症
発
症
リ
ス
ク
を
軽
減
で
き
る

の
か
、
健
康
自
生
地
毎
の
活
動
内
容

と
予
防
の
因
果
関
係
ま
で
含
め
た
調

査
研
究
を
実
施
し
、
個
人
の
活
動
状

況
に
応
じ
た
デ
ー
タ
管
理
を
行
う
こ

と
を
想
定
し
て
い
る
。

　
　

高
浜
市
に
お
い
て
、
何
名
の
子

ど
も
た
ち
が
、
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
を

受
け
た
の
か
。
当
局
の
ワ
ク
チ
ン
に

対
す
る
考
え
方
や
、
現
在
の
国
の
動

向
、
市
民
へ
の
対
応
な
ど
、
教
え
て

く
だ
さ
い
。
同
時
に
こ
れ
以
上
被
害

者
を
出
さ
な
い
た
め
に
も
、
検
診
を

定
期
的
に
受
け
れ
ば
、
早
期
発
見
、

治
療
も
で
き
る
が
ん
で
あ
る
と
い
う

正
確
な
情
報
提
供
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
　

子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
の

接
種
は
、
平
成
23
年
１
月
か
ら
開
始
。

平
成
25
年
４
月
に
定
期
接
種
化
。
高

浜
市
で
は
、
１
２
２
４
人
の
方
が
接

種
し
、
１
名
副
反
応
が
出
て
い
る
。

第
２
回
厚
生
科
学
審
議
会
予
防
接

種
・
ワ
ク
チ
ン
分
科
会
副
反
応
検
討

部
会
に
お
い
て
「
ワ
ク
チ
ン
と
の
因

果
関
係
を
否
定
で
き
な
い
持
続
的
な

疼
痛
（
と
う
つ
う
）
が
、
子
宮
頸
が

ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
後
に
特
異

的
に
見
ら
れ
、
こ
の
副
反
応
の
発
生

頻
度
が
よ
り
明
ら
か
に
な
り
、
国
民

に
適
切
な
情
報
提
供
が
で
き
る
ま
で

の
間
、
定
期
接
種
を
積
極
的
に
勧
奨

す
べ
き
で
は
な
い
。
」
と
判
断
。
厚

生
労
働
省
は
こ
の
報
告
を
受
け
、
積

極
的
な
接
種
勧
奨
の
一
時
差
し
控
え

を
決
め
、
各
自
治
体
へ
通
知
を
行
う
。

市
町
村
向
け
の
通
知
と
は
別
に
、
子

宮
頸
が
ん
と
ワ
ク
チ
ン
の
関
連
性
を

わ
か
り
や
す
く
説
明
し
、
広
く
接
種

対
象
者
に
呼
び
か
け
を
行
う
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
を
作
成
し
、
現
在
、
子
宮
頸

が
ん
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
を
積
極
的
に

勧
め
て
い
な
い
こ
と
、
ま
た
、
接
種

に
当
た
っ
て
は
有
効
性
と
リ
ス
ク
を

理
解
し
た
上
で
接
種
す
る
こ
と
と
し

て
い
る
。

　

対
策
と
し
て
、
接
種
後
に
副
反
応

を
有
す
る
方
が
、
身
近
で
医
療
を
受

け
ら
れ
る
よ
う
、
各
県
に
お
い
て
協

力
医
療
機
関
と
し
て
整
備
を
す
る
こ

と
。
こ
れ
ら
の
症
状
に
よ
り
医
療
機

関
を
受
診
さ
れ
る
方
に
、
副
反
応
報

告
が
確
実
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
す
る

こ
と
。
ま
た
、
過
去
に
同
様
の
症
状

で
医
療
機
関
を
受
診
さ
れ
た
方
も
対

象
と
す
る
こ
と
。
こ
れ
ま
で
に
報
告

さ
れ
た
方
も
含
め
、
そ
の
後
の
状
況

を
追
跡
調
査
し
て
い
く
こ
と
と
し
て

い
る
が
、
因
果
関
係
に
つ
い
て
は
、

現
在
調
査
中
で
あ
る
。
碧
南
市
や
名

古
屋
市
で
は
独
自
の
追
跡
調
査
を
実

施
し
て
い
る
が
、
高
浜
市
と
し
て
は
、

そ
れ
ら
の
動
向
を
見
守
っ
て
い
く
こ

と
と
す
る
。

北川 広人 議員

柳沢 英希 議員

子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン

副
反
応
に
つ
い
て

問

問

問

問問

問問 答

答

答

答答

答答 福
祉
行
政
に
つ
い
て

ち
ゅ
う

ち
ょ
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戦
後
確
立
し
た
6
・
３
・
３
制

は
誰
に
で
も
平
等
な
公
教
育
を
提
供

す
る
単
純
型
学
校
体
系
で
す
。
一
方
、

小
中
一
貫
教
育
は
国
に
よ
る
教
育
内

容
の
統
制
、
学
校
間
・
自
治
体
間
の

競
争
の
強
化
、
学
校
選
別
な
ど
を
目

的
に
し
た
公
教
育
の
再
編
成
の
中
に

位
置
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
こ
に

は
よ
り
ス
リ
ム
な
公
教
育
で
、
産
業

構
造
の
変
化
に
応
じ
た
新
し
い
人
材

を
確
保
す
る
と
い
う
狙
い
が
あ
る
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。
各
自
治
体
で
、

小
か
ら
中
へ
の
接
続
が
う
ま
く
い
か

な
い
と
い
う
「
中
１
ギ
ャ
ッ
プ
」
な

ど
を
口
実
に
、
義
務
教
育
６
・
３
・

３
制
の
区
分
を
見
直
し
て
、
４
・

３
・
２
・
3
制
が
で
て
き
ま
し
た
が
、

高
浜
市
の
幼
保
小
中
一
貫
教
育
の
進

捗
状
況
は
ど
う
で
あ
る
か
。

　
　

一
貫
教
育
の
目
的
は
、「
確
か

な
学
力
の
定
着
」
と
「
発
達
段
階
に

応
じ
た
資
質
・
能
力
の
育
成
」
で
あ

り
ま
す
。
「
小
１
プ
ロ
ブ
レ
ム
」
、

「
中
１
ギ
ャ
ッ
プ
」
軽
減
の
狙
い
も

あ
り
、
今
取
り
組
ん
で
い
る
異
校
種

間
連
携
事
業
で
は
、
教
職
員
に
よ
る

情
報
交
換
会
で
中
１
を
担
任
す
る
教

師
が
、
気
に
な
る
生
徒
に
つ
い
て
前

年
度
小
６
を
担
任
し
て
い
た
教
師
に
、

直
接
教
育
相
談
を
す
る
な
ど
し
て
い

る
。

　
　

不
登
校
生
徒
の
現
状
と
対
策
は
。

　
　

全
て
の
教
職
員
に
よ
る
「
１
人

１
授
業
公
開
」
や
学
年
体
制
に
よ
る

若
手
教
員
の
授
業
作
り
サ
ポ
ー
ト
な

ど
を
行
い
、
児
童
生
徒
が
活
躍
で
き

る
授
業
作
り
に
努
め
て
い
る
。

　
　

三
河
地
震
・
東
南
海
地
震
の
掘

り
起
こ
し
と
、
今
後
の
対
策
に
つ
い

て
。

　
　

被
害
資
料
は
、
戦
時
報
道
管
制

の
た
め
意
図
的
に
隠
さ
れ
、
地
震
直

後
に
は
発
表
さ
れ
な
い
も
の
が
多
く

被
害
の
実
態
を
把
握
す
る
の
は
難
し

い
。
高
浜
市
誌
に
は
、「
昭
和
20
年

１
月
13
日
寿
覚
寺
・
正
林
寺
本
堂
倒

壊
す
。
死
者
13
名
。
」
と
の
記
録
が

あ
り
ま
す
。

　

木
造
住
宅
の
無
料
耐
震
診
断
や
家

具
転
倒
防
止
器
具
の
取
り
付
け
補
助

等
を
活
用
し
て
い
た
だ
く
よ
う
周

知
・
啓
発
に
力
を
入
れ
、
減
災
に
努

め
て
い
き
ま
す
。

　　

平
成
26
年
３
月
か
ら
平
成
27
年
2

月
ま
で
、
延
べ
14
回
の
委
員
会
を
開

催
し
て
き
ま
し
た
。

　

議
会
報
告
会
の
反
省
と
課
題
に
つ

い
て
は
、
①
市
民
の
方
か
ら
の
質
問

に
対
し
、
的
確
な
答
え
が
で
き
た
の

か
疑
問
。
②
出
席
さ
れ
る
市
民
の
方

が
少
な
い
。
③
議
会
に
対
し
、
も
っ

と
ご
理
解
頂
く
た
め
の
努
力
を
す
る
。

今
後
の
課
題
は
、
Ｐ
Ｒ
方
法
等
を
協

議
し
て
い
く
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

議
員
定
数
に
つ
い
て
は
、
定
数
あ

り
き
で
は
な
く
、
議
会
運
営
の
効
率

化
等
を
検
証
し
、
議
会
運
営
の
あ
り

方
を
議
論
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、

議
会
運
営
上
、
現
状
の
16
人
と
い
う

の
は
、
必
要
最
小
限
の
人
数
で
あ
る
。

現
段
階
で
は
、
現
状
維
持
と
す
る
が
、

議
員
は
、
議
会
活
動
の
現
状
を
市
民

の
皆
様
に
お
伝
え
願
い
た
い
と
決
定

す
る
。

　

会
派
代
表
質
問
制
の
導
入
に
つ
い

て
は
、
各
会
派
の
意
見
を
踏
ま
え
、

会
派
代
表
質
問
制
は
、
合
議
が
必
要

で
あ
り
、
全
会
一
致
と
は
な
っ
て
い

な
い
こ
と
か
ら
、
来
期
に
見
送
り
と

す
る
。

　

紙
面
の
都
合
上
、
主
な
内
容
を
掲

載
し
ま
し
た
が
、
会
議
録
は
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　　

当
委
員
会
は
、
平
成
25
年
６
月
定

例
会
に
て
、
議
会
と
し
て
真
に
必
要

と
さ
れ
る
公
共
施
設
の
再
生
を
目
指

し
、
審
査
・
調
査
・
研
究
を
目
的
に

設
置
さ
れ
た
。
第
１
回
は
、
市
庁
舎

あ
り
方
公
募
事
業
支
援
業
務
委
託
作

業
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
・
高
浜
市
本
庁
舎

整
備
事
業
者
選
定
委
員
会
要
綱
・
現

地
見
学
会
参
加
企
業
一
覧
・
高
浜
市

本
庁
舎
整
備
事
業
実
施
方
針
に
係
る

意
見
・
高
浜
市
本
庁
舎
整
備
事
業
実

施
方
針
に
係
る
質
問
及
び
回
答
の
報

告
を
受
け
、
質
疑
し
ま
し
た
。
第
２

回
は
、
公
共
施
設
あ
り
方
計
画（
案
）

の
説
明
会
に
関
す
る
こ
と
・
庁
舎
整

備
に
係
る
募
集
要
項
・
要
求
水
準

書
・
審
査
基
準
書
・
様
式
集
・
基
本

協
定
書
の
た
た
き
台
・
今
後
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
の
報
告
を
受
け
、
質
疑
し

ま
し
た
。
第
３
回
は
、
市
庁
舎
に
係

る
議
会
フ
ロ
ア
ー
の
在
り
方
に
つ
い

て
議
論
し
、
議
場
は
多
目
的
に
利
用

可
。
委
員
会
室
は
設
け
な
い
。
議
員

控
室
に
執
務
ス
ペ
ー
ス
を
設
け
る
。

議
場
に
国
旗
・
市
旗
常
設
等
の
意
見

を
ま
と
め
た
。
第
４
回
は
、
庁
舎
整

備
に
係
る
募
集
要
項
等
の
変
更
点
の

報
告
を
受
け
、
質
疑
し
ま
し
た
。
第

５
回
は
、
８
月
11
日
に
公
表
さ
れ
た

内藤 とし子 議員

問

問問

答

答答

教
育
行
政
に
つ
い
て

防
災
行
政
に
つ
い
て

議
会
改
革
特
別
委
員
会中

間
報
告

公
共
施
設
あ
り
方
検
討

特
別
委
員
会

中
間
報
告
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市
庁
舎
整
備
事
業
に
係
る
募
集
要
項

等
の
変
更
点
、
新
庁
舎
と
い
き
い
き

広
場
と
の
連
携
説
明
会
の
実
施
結
果
、

高
浜
市
公
共
施
設
あ
り
方
計
画（
案
）

に
対
す
る
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の

実
施
結
果
、
高
浜
市
公
共
施
設
の
あ

り
方
計
画（
案
）説
明
会
に
お
け
る
パ

ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
資
料
変
更
の
報
告
を

受
け
、
質
疑
し
ま
し
た
。
第
６
回
は
、

庁
舎
整
備
事
業
募
集
要
項
に
係
る
質

問
及
び
回
答
、
高
浜
小
学
校
建
替
に

向
け
て
の
検
討
状
況
、
高
浜
小
学
校

建
替
に
向
け
て
の
推
進
体
制
、
高
浜

小
学
校
建
替
に
向
け
て
の
今
後
の
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
、
高
浜
小
学
校
区
に
お

け
る
説
明
会
ア
ン
ケ
ー
ト
集
計
結
果

の
報
告
を
受
け
、
質
疑
し
ま
し
た
。

第
７
回
は
、
市
庁
舎
整
備
事
業
募
集

に
係
る
参
加
表
明
の
状
況
、
公
共
施

設
あ
り
方
計
画（
案
）地
区
説
明
会
の

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
集
計
結
果
（
全

体
版
）
、
学
校
施
設
検
討
部
会
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
の
概
要
、
公
共
施
設
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
（
学
校
施
設
編
）
、
滋

賀
県
近
江
八
幡
市
金
田
小
学
校
の
複

合
化
先
進
事
例
視
察
報
告
を
受
け
、

質
疑
し
ま
し
た
。
第
８
回
委
員
会
は
、

市
庁
舎
整
備
事
業
募
集
に
係
る
事
業

提
案
、
中
学
校
の
体
育
館
を
社
会
体

育
施
設
と
し
て
協
働
利
用
し
て
い
る

半
田
市
成
岩
中
学
校
体
育
館
視
察
と

埼
玉
県
吉
川
市
美
南
小
学
校
複
合
化

施
設
の
小
学
校
先
進
事
例
の
視
察
報

告
を
受
け
、
質
疑
し
ま
し
た
。
第
９

回
委
員
会
で
は
、
協
議
事
項
と
し
て

参
考
人
招
致
に
つ
い
て
を
協
議
し
、

大
和
リ
ー
ス
か
ら
参
考
人
の
招
致
を

決
定
し
た
。
同
日
の
第
10
回
委
員
会

は
、
高
浜
市
役
所
本
庁
舎
整
備
事
業

者
選
定
に
係
る
審
査
結
果
の
公
表
、

高
浜
市
役
所
本
庁
舎
整
備
事
業
基
本

協
定
書（
案
）、
臨
時
会
で
の
議
決
案

件
の
一
般
会
計
補
正
予
算
の
債
務
負

担
行
為
補
正
、
今
後
の
庁
舎
整
備
事

業
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
、
高
浜
市
役
所
本

庁
舎
整
備
事
業
者
選
定
委
員
会
最
優

秀
提
案
者
に
よ
る
事
業
提
案
内
容
の

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
報
告
を
受

け
、
質
疑
し
ま
し
た
。
第
11
回
委
員

会
は
、
高
浜
市
庁
舎
の
コ
ス
ト
メ
リ

ッ
ト
、
①
及
び
②
・
事
業
費
以
外
に

計
上
す
る
費
用
・
高
浜
市
公
共
施
設

あ
り
方
計
画（
案
）推
進
プ
ラ
ン
の
新

た
な
取
り
組
み
・
20
年
間
の
歳
出
削

減
に
向
け
た
新
た
な
取
り
組
み
の
報

告
を
受
け
、
質
疑
し
ま
し
た
。
そ
の

後
議
員
間
討
議
を
実
施
し
ま
し
た
。

第
12
回
委
員
会
は
、
委
員
か
ら
の
埼

玉
県
朝
霞
市
の
庁
舎
整
備
事
業
の
報

告
を
受
け
、
質
疑
し
ま
し
た
。
そ
の

後
議
員
間
討
議
を
実
施
し
ま
し
た
。

第
13
回
委
員
会
で
は
、
3
月
10
日
に

実
施
し
た
本
協
定
の
締
結
に
つ
い
て
、

本
庁
舎
整
備
事
業
に
係
る
事
業
契
約

（
案
）に
つ
い
て
、
新
庁
舎
３
階
の

「
議
会
フ
ロ
ア
ー
と
議
会
ス
ペ
ー

ス
」
に
つ
い
て
の
報
告
を
受
け
、
質

疑
し
ま
し
た
。

（来庁時の自治体名、来庁日順で掲載）

高浜市議会への視察
平成２６年度は、２１市町が来庁されました。

高浜市議会を通じて行政視察に来庁され
た自治体は、以下の表とおりです。
主に、議会改革、公共施設マネジメント、高

浜市総合サービス株式会社、地域内分権、地
域包括支援、子育てや産後デイサービス、健
康マイレージなどに関する視察目的です。

自治体名月 月

10埼玉県 草加市

11

埼玉県 朝霞市

長野県 大町市
神奈川県 横須賀市

　京都府 長岡京市

愛知県 豊明市

長崎県 諫早市
埼玉県 新座市
兵庫県 加西市
群馬県 富岡市 　京都府 与謝野町

長崎県 松浦市

　三重県 四日市市

福岡県 筑後市
徳島県 徳島市

宮崎県 日向市
北海道 伊達市

山形県 長井市
自治体名

　新潟県 糸魚川市
岐阜県 大野町

富山県 滑川市
５

７

４

８

３

４
月
６
日
の
高
取
小
学

校
入
学
式
。
校
長
先
生
の
お

話
を
、
目
を
キ
ラ
キ
ラ
さ
せ

て
聞
い
て
い
る
姿
は
、
も
う

立
派
な
小
学
１
年
生
で
す
。

　
今
号
で
現
編
集
委
員
に

よ
る
「
ぴ
い
ぷ
る
」
の
発
行

は
最
後
と
な
り
ま
す
。
ご
愛

読
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
次
号
か
ら
、
新
し
い
編

集
委
員
が
お
届
け
し
ま
す
。

ご
期
待
く
だ
さ
い
。

表
紙
の
説
明

編
集
後
記

スマートフォン
向け

ＱＲコード

本議会（定例会・臨時会）放送の視聴
インターネット回線に接続されているパソコンやスマー

トフォンから生（ライブ）中継や録画中継をご覧になること
ができます。
なお、録画中継は、生（ライブ）放送後、２週間後程度の
配信を予定しています。
※議会放送関係の注意事項について、高浜市公式ホームページ「高浜市議会
映像ネット配信」内に掲載していますので、必ずご確認ください。

※視聴に関しては無料です。ただし、通信料等は視聴者のご負担となります。
※動画配信となりますので、視聴者の通信料等の契約内容により、高額となる
場合がありますので、ご注意ください。
※視聴には、今一度、契約内容をご確認ください。

ＰＣ向けアドレス
http://smart.discussvision.net/smart
/tenant/takahama/WebView/

スマートフォン向けアドレス
http://smart.discussvision.net/smart
/tenant/takahama/WebView/sp/
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議会報告会アンケート結果
平成２7年3月2８日に開催された議会報告会のアンケート結果です。

※ホームページに詳細を掲載します。

▲当日の様子

（２）議会報告会参加回数
　　　　ａ.初めて……………………４名
　　　　ｂ.２回目……………………１名
　　　　ｃ.３回目……………………１名
　　　　ｄ.４回目……………………１名
　　　　ｅ.５回目……………………１名
　　　　ｆ.６回目……………………１名

（３）議会報告会はどこで知ったか
　　　　ａ.高浜市広報………………３名
　　　　ｂ.高浜市議会だより………２名
　　　　ｃ.高浜市ホームページ　
　　　　ｄ.高浜市議会議員…………３名
　　　　ｅ.知り合い…………………２名
　　　　ｆ.その他（チラシ）
　　　　※重複回答あり。

（４）報告会の内容は
　　　　ａ.よく理解できた…………１名
　　　　ｂ.まあまあ理解できた……７名
　　　　ｃ.分かりづらかった　　　　
　　　　ｄ.まったく理解できなかった
　　　　ｅ.その他
　　　　ｆ.無回答……………………１名

（５）市議会に対しての意見等
・ガラスばりの内容で良かった。
・いろいろと参考になることがあり、参加して良かった。今後も続けてください。
ご苦労様でした。　

・毎回のことながら、参加者が少ないのが残念に思います。報告会のＰＲ方法等
を更に検討してみてはどうか。なお、議会のネット配信がされるようになった
ことを併せ、本報告会のあり方も再検討されては？と思います。

・本庁舎情報の公開を！
・まち協と町内会の役割について、まち協の行事イベントが多く、町内会の役員
のなり手がなく、市内各所で問題が起こっている。

・介護保険料がいくらになったのか、要支援１・２のデイヘルプの削減がどうなっ
たのか、受け皿はどうなったのか、知りたかったが示されなかった。

（１）あなた自身のこと
　　　　参加数　市内在住８名・市外１名 ……………………………………………計９名
　　　　地区別　青木町２名・湯山町3名・沢渡町１名・小池町１名・無記名１名・市外１名 …計９名
　　　　性　別　男6名・女３名 ………………………………………………………計９名
　　　　年齢別　４０歳代１名・５０歳代１名・６０歳代６名・７０歳以上１名 ………………計９名
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市
庁
舎
整
備
事
業
に
係
る
募
集
要
項

等
の
変
更
点
、
新
庁
舎
と
い
き
い
き

広
場
と
の
連
携
説
明
会
の
実
施
結
果
、

高
浜
市
公
共
施
設
あ
り
方
計
画（
案
）

に
対
す
る
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の

実
施
結
果
、
高
浜
市
公
共
施
設
の
あ

り
方
計
画（
案
）説
明
会
に
お
け
る
パ

ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
資
料
変
更
の
報
告
を

受
け
、
質
疑
し
ま
し
た
。
第
６
回
は
、

庁
舎
整
備
事
業
募
集
要
項
に
係
る
質

問
及
び
回
答
、
高
浜
小
学
校
建
替
に

向
け
て
の
検
討
状
況
、
高
浜
小
学
校

建
替
に
向
け
て
の
推
進
体
制
、
高
浜

小
学
校
建
替
に
向
け
て
の
今
後
の
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
、
高
浜
小
学
校
区
に
お

け
る
説
明
会
ア
ン
ケ
ー
ト
集
計
結
果

の
報
告
を
受
け
、
質
疑
し
ま
し
た
。

第
７
回
は
、
市
庁
舎
整
備
事
業
募
集

に
係
る
参
加
表
明
の
状
況
、
公
共
施

設
あ
り
方
計
画（
案
）地
区
説
明
会
の

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
集
計
結
果
（
全

体
版
）
、
学
校
施
設
検
討
部
会
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
の
概
要
、
公
共
施
設
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
（
学
校
施
設
編
）
、
滋

賀
県
近
江
八
幡
市
金
田
小
学
校
の
複

合
化
先
進
事
例
視
察
報
告
を
受
け
、

質
疑
し
ま
し
た
。
第
８
回
委
員
会
は
、

市
庁
舎
整
備
事
業
募
集
に
係
る
事
業

提
案
、
中
学
校
の
体
育
館
を
社
会
体

育
施
設
と
し
て
協
働
利
用
し
て
い
る

半
田
市
成
岩
中
学
校
体
育
館
視
察
と

埼
玉
県
吉
川
市
美
南
小
学
校
複
合
化

施
設
の
小
学
校
先
進
事
例
の
視
察
報

告
を
受
け
、
質
疑
し
ま
し
た
。
第
９

回
委
員
会
で
は
、
協
議
事
項
と
し
て

参
考
人
招
致
に
つ
い
て
を
協
議
し
、

大
和
リ
ー
ス
か
ら
参
考
人
の
招
致
を

決
定
し
た
。
同
日
の
第
10
回
委
員
会

は
、
高
浜
市
役
所
本
庁
舎
整
備
事
業

者
選
定
に
係
る
審
査
結
果
の
公
表
、

高
浜
市
役
所
本
庁
舎
整
備
事
業
基
本

協
定
書（
案
）、
臨
時
会
で
の
議
決
案

件
の
一
般
会
計
補
正
予
算
の
債
務
負

担
行
為
補
正
、
今
後
の
庁
舎
整
備
事

業
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
、
高
浜
市
役
所
本

庁
舎
整
備
事
業
者
選
定
委
員
会
最
優

秀
提
案
者
に
よ
る
事
業
提
案
内
容
の

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
報
告
を
受

け
、
質
疑
し
ま
し
た
。
第
11
回
委
員

会
は
、
高
浜
市
庁
舎
の
コ
ス
ト
メ
リ

ッ
ト
、
①
及
び
②
・
事
業
費
以
外
に

計
上
す
る
費
用
・
高
浜
市
公
共
施
設

あ
り
方
計
画（
案
）推
進
プ
ラ
ン
の
新

た
な
取
り
組
み
・
20
年
間
の
歳
出
削

減
に
向
け
た
新
た
な
取
り
組
み
の
報

告
を
受
け
、
質
疑
し
ま
し
た
。
そ
の

後
議
員
間
討
議
を
実
施
し
ま
し
た
。

第
12
回
委
員
会
は
、
委
員
か
ら
の
埼

玉
県
朝
霞
市
の
庁
舎
整
備
事
業
の
報

告
を
受
け
、
質
疑
し
ま
し
た
。
そ
の

後
議
員
間
討
議
を
実
施
し
ま
し
た
。

第
13
回
委
員
会
で
は
、
3
月
10
日
に

実
施
し
た
本
協
定
の
締
結
に
つ
い
て
、

本
庁
舎
整
備
事
業
に
係
る
事
業
契
約

（
案
）に
つ
い
て
、
新
庁
舎
３
階
の

「
議
会
フ
ロ
ア
ー
と
議
会
ス
ペ
ー

ス
」
に
つ
い
て
の
報
告
を
受
け
、
質

疑
し
ま
し
た
。

（来庁時の自治体名、来庁日順で掲載）

高浜市議会への視察
平成２６年度は、２１市町が来庁されました。

高浜市議会を通じて行政視察に来庁され
た自治体は、以下の表とおりです。
主に、議会改革、公共施設マネジメント、高

浜市総合サービス株式会社、地域内分権、地
域包括支援、子育てや産後デイサービス、健
康マイレージなどに関する視察目的です。

自治体名月 月

10埼玉県 草加市

11

埼玉県 朝霞市

長野県 大町市
神奈川県 横須賀市

　京都府 長岡京市

愛知県 豊明市

長崎県 諫早市
埼玉県 新座市
兵庫県 加西市
群馬県 富岡市 　京都府 与謝野町

長崎県 松浦市

　三重県 四日市市

福岡県 筑後市
徳島県 徳島市

宮崎県 日向市
北海道 伊達市

山形県 長井市
自治体名

　新潟県 糸魚川市
岐阜県 大野町

富山県 滑川市
５

７

４

８

３

４
月
６
日
の
高
取
小
学

校
入
学
式
。
校
長
先
生
の
お

話
を
、
目
を
キ
ラ
キ
ラ
さ
せ

て
聞
い
て
い
る
姿
は
、
も
う

立
派
な
小
学
１
年
生
で
す
。

　
今
号
で
現
編
集
委
員
に

よ
る
「
ぴ
い
ぷ
る
」
の
発
行

は
最
後
と
な
り
ま
す
。
ご
愛

読
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
次
号
か
ら
、
新
し
い
編

集
委
員
が
お
届
け
し
ま
す
。

ご
期
待
く
だ
さ
い
。

表
紙
の
説
明

編
集
後
記

スマートフォン
向け

ＱＲコード

本議会（定例会・臨時会）放送の視聴
インターネット回線に接続されているパソコンやスマー

トフォンから生（ライブ）中継や録画中継をご覧になること
ができます。
なお、録画中継は、生（ライブ）放送後、２週間後程度の
配信を予定しています。
※議会放送関係の注意事項について、高浜市公式ホームページ「高浜市議会
映像ネット配信」内に掲載していますので、必ずご確認ください。

※視聴に関しては無料です。ただし、通信料等は視聴者のご負担となります。
※動画配信となりますので、視聴者の通信料等の契約内容により、高額となる
場合がありますので、ご注意ください。
※視聴には、今一度、契約内容をご確認ください。

ＰＣ向けアドレス
http://smart.discussvision.net/smart
/tenant/takahama/WebView/

スマートフォン向けアドレス
http://smart.discussvision.net/smart
/tenant/takahama/WebView/sp/
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議会報告会アンケート結果
平成２7年3月2８日に開催された議会報告会のアンケート結果です。

※ホームページに詳細を掲載します。

▲当日の様子

（２）議会報告会参加回数
　　　　ａ.初めて……………………４名
　　　　ｂ.２回目……………………１名
　　　　ｃ.３回目……………………１名
　　　　ｄ.４回目……………………１名
　　　　ｅ.５回目……………………１名
　　　　ｆ.６回目……………………１名

（３）議会報告会はどこで知ったか
　　　　ａ.高浜市広報………………３名
　　　　ｂ.高浜市議会だより………２名
　　　　ｃ.高浜市ホームページ　
　　　　ｄ.高浜市議会議員…………３名
　　　　ｅ.知り合い…………………２名
　　　　ｆ.その他（チラシ）
　　　　※重複回答あり。

（４）報告会の内容は
　　　　ａ.よく理解できた…………１名
　　　　ｂ.まあまあ理解できた……７名
　　　　ｃ.分かりづらかった　　　　
　　　　ｄ.まったく理解できなかった
　　　　ｅ.その他
　　　　ｆ.無回答……………………１名

（５）市議会に対しての意見等
・ガラスばりの内容で良かった。
・いろいろと参考になることがあり、参加して良かった。今後も続けてください。
ご苦労様でした。　

・毎回のことながら、参加者が少ないのが残念に思います。報告会のＰＲ方法等
を更に検討してみてはどうか。なお、議会のネット配信がされるようになった
ことを併せ、本報告会のあり方も再検討されては？と思います。

・本庁舎情報の公開を！
・まち協と町内会の役割について、まち協の行事イベントが多く、町内会の役員
のなり手がなく、市内各所で問題が起こっている。

・介護保険料がいくらになったのか、要支援１・２のデイヘルプの削減がどうなっ
たのか、受け皿はどうなったのか、知りたかったが示されなかった。

（１）あなた自身のこと
　　　　参加数　市内在住８名・市外１名 ……………………………………………計９名
　　　　地区別　青木町２名・湯山町3名・沢渡町１名・小池町１名・無記名１名・市外１名 …計９名
　　　　性　別　男6名・女３名 ………………………………………………………計９名
　　　　年齢別　４０歳代１名・５０歳代１名・６０歳代６名・７０歳以上１名 ………………計９名
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平成２７年３月定例会で
附帯決議が可決されました

決議案第１号

この附帯決議の案文内容の遂行については、高浜市議会が現在設置している「公
共施設あり方検討特別委員会」等の受け皿としての委員会が、しっかりと設置してあ
ることを前提とし、今後の高浜市における公共施設の整備に対して、議会も情報を共
有され、責任を持つ、という思いを持ち可決されました。

平成２７年３月定例会の補正予算審議において、「高浜市役所本庁舎整備事業
債務負担行為」、「土地境界測量及び表題、分筆登記申請業務委託事業」にかか
る補正予算が可決され、今後の高浜市の公共施設整備計画の実質のスタートと
なる。よって、この執行については、今後の公共施設あり方計画（案）推進プラン
の実施に対して、財源確保はもとより財政負担の軽減や費用の平準化を図るた
めのあらゆる手法を駆使し、耐震をはじめとする維持保全による長寿命化を図
り、安全・安心の確保、利便性の公平性、機能の充実、管理の明確化なども推進さ
れ、市民の理解のもとに公共施設が適正に整備されるべきである。より良い資産
を次世代につなげるために、限りある財源のもとで、中長期にわたる計画により、
まちづくりを効果的・効率的に推進すべきと考え、以下の件について着実に遂行
されることを決議する。

１.（仮）公共施設適正化条例の制定
①今後のまちづくりにおける公共施設整備の取り組みに対する理念を示し、
市民理解を得るよう情報共有を図ること。

②市・市民・関係団体・事業者・議会が、それぞれの責務を踏まえ、公共施設の
適正化の理念に基づき、適正整備に取り組める枠組みを示すこと。

③平成２８年度予算編成前までに制定すること。

２.第三者機関の委員会等が設置できる体制づくりの構築
①計画の進行管理・評価・検証・計画見直し等の意見・提言を行うこと。

３.中長期的な整備計画・財政計画等の策定
①財政根拠を持った総合管理計画を策定すること。
②社会情勢等による見直しを図ること。
③議会への報告・公表を行うこと。

以上が、附帯決議の案文です。

議案第２４号 平成２６年度高浜市一般会計補正予算
（第７回）に対する附帯決議


